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1 ご使用になる皆様へ（注意事項） 
本製品を安全に施工していただくために、この工事説明書はいろいろな絵表示を行っています。絵表示の意味は

次のようになっています。内容をよくご理解いただいてから本文をお読みください。 

なお、この工事説明書で指定がない場合は、制御盤とは本製品を指します。 

警告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が重傷や傷害を負うか、機能の一部に重大な

悪影響をおよぼすことが想定される場合を表しています。 

注意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負うか、機能に悪影響をおよぼす 

ことが想定される場合を表しています。 

 「禁止」を表しています。 

 「必ず行う」を表しています。 

 

1.1 本製品を安全にお使いいただくために 
本製品を安全にお使いいただくために、以下の内容をよく読み、ご理解いただいた上でご使用ください。 

 警告 

 
本製品の分解・改造などは行わないでください。 

事故や故障の原因となります。 

 弊社の入退室管理システム以外の用途に使用しないでください。事故や故障の原因となります。 

 

以下のような環境に設置（あるいは保管）しないでください。故障の原因になります。 

・水、雨水がかかる可能性のある場所 

・結露が予想される場所 

・多湿の場所 

・腐食性ガスが発生する場所 

・振動や衝撃を受ける場所 

 

1.2 工事上の注意 
工事の前に、以下の内容をよく読み、ご理解いただいた上で施工してください。 

 警告 

 
工事は必ず電源を切った状態で行ってください。 

通電状態での工事は故障の原因となります。 

 
電源端子以外の端子に電源を接続しないよう注意してください。 

内部回路が損傷し正常に動作しなくなる可能性があります。 

 
本製品は設置後に設定されたデータに基づいて動作します。運用前に必ずデータ設定を行ってください。 

データ設定をしない状態での動作は保証できません。 

 

1.2.1 配線についての注意（距離、線種） 

＜使用できる電線＞ 

差し込み端子に接続できる電線は、単線のφ0.5～φ1.2ｍｍ（ＡＷＧ24～16）です。 

各機器間の配線長および推奨する電線径は次ページに記載のとおりです。 

推奨以外の電線を使用する場合は、各機器の消費電流から線路の電圧降下を計算し、電線径および

線路長を決定してください。 

 注意 

 
線材は、配線スペースに納めてください。基板上に線材がとおり、カバーで基板上の部品を圧迫する

と故障の原因となります。 

 

■推奨する各機器間の線路長■ 

 

＜制御盤 - 電気錠間＞ 

 

 

 

 

電気錠の種類 線路長 線路経 

電気錠動作電流 0.7A 未満 150m φ0.9mm 

電気錠動作電流 0.7A 以上 

  

100m φ0.9mm 

150m φ1.2mm 

概要・準備 
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＜制御盤 – 認証装置（カードリーダー）間＞ 

 

制御盤-認証装置（カードリーダー）間の通信距離は 150m ですが、電源線は認証装置

（カードリーダー）の消費電流と線路による電圧低下を考慮して線種および線路長を

決定してください。代表的な認証装置（カードリーダー）は次のとおりです。  
 

認証装置 消費電流 接続台数 線路長 線路径 備考

2台 150m φ0.9㎜

φ0.9㎜×2

φ1.2㎜

150m φ1.2㎜×2

100m φ0.9㎜×2

90m φ1.2㎜

50m φ0.9㎜

150m φ1.2㎜×2

90m φ0.9㎜×2

80m φ1.2㎜

45m φ0.9㎜

φ1.2㎜

φ0.9㎜×2

100m φ0.9㎜

150m φ1.2㎜×2

100m φ0.9㎜×2

90m φ1.2㎜

50m φ0.9㎜

150m φ1.2㎜×2

80m φ0.9㎜×2

75m φ1.2㎜

40m φ0.9㎜

NHI-AR-W

NHF-CU-W

NHJ-□U-W-□

110mA

120mA

120mA

NHF-AU-ACW 185mA

電線はCPEV-S（ツイストペアシールドケーブル）を

使用する。

×2の場合は、電源線に 2 組の電線を使用する。
4台

150m

6台

8台

2台
150m

4台

5台

 
 
※ 線路長は渡り配線で各認証装置（カードリーダー）を接続した場合の台数です（制御盤から分岐配線した分は含まない）。 

※ 上記以外の認証装置（カードリーダー）を使用する場合は、下記の計算式で線種および線路長を決定します。 

 

 

10.8Ｖ≦13 － 
線路長[ｍ]ｘ２ｘ１km 当たりの抵抗値[Ω]

 ｘ 
消費電流[ｍA]

 

                       
1000             1000 

 

各線路の 1km 当たりの抵抗値は以下のとおりです。 

1.2ｍｍ単線 …   16 Ω/km 

0.9ｍｍ単線 …   29 Ω/km 

0.65ｍｍ単線   …  56 Ω/km 

 

1.2.2 絶縁抵抗試験 
絶縁抵抗試験を行う場合は、必ず基板間の FG を 

外してから行ってください。 

FG は制御盤のビスを外すのではなく、基板上の 

ピンやコネクタ（右図４か所）を外してください。   

２ 

３ 

４ 

１(コネクタ) 

 指でつまみ、真上に引き抜きます。 
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2 工事の準備をする 
2.1 梱包内容 

最初に梱包箱を開梱し、以下のものが入っていることを確認してください。 

                                  

①          ②          ③                 ④ 
     
 
 
 
 
 
 
 

 ⑤          ⑥          ⑦     ⑧          ⑨ 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

本製品には本書の他に、複数の取扱説明書があり、それぞれの説明書は下記の場合の使用方法を記載しています。

スタートアップ CD に PDF ファイルで保存されている取扱説明書を必要に応じて印刷してご覧ください。 

 

※ Acrobat Reader DC を使用する場合は以下の設定を行ってください。  

Acrobat Reader メニュー「編集」から「環境設定」→「セキュリティ（拡張）」画面を開き、  

「 起 動 時 に 保 護 モ ー ド を 有 効 に す る 」 を OFF に 設 定 し ま す 。  

 

 

取扱説明書の名称 概要 収納場所 

工事手順書「はじめにお読みください」 
設置から運用までの流れ 

参照すべきマニュアルの一覧 

製品添付 

 

工事説明書（本書） 設置・接続方法、データ設定（販売店様用） 

スタートアップ CD 直下

のショートカットから入

手（PDF ファイル） 

ブラウザー画面取扱説明書 （※） ブラウザーを使用した設定、運用 
スタートアップ CD 

（PDF ファイル） 

管理マニュアル（USB からの操作編） USB メモリを使用した設定、運用 
スタートアップ CD 

（PDF ファイル） 

データ登録プログラム取扱説明書 「データ登録プログラム」使用方法 
スタートアップ CD 

（PDF ファイル） 

履歴管理プログラム取扱説明書 「履歴管理プログラム」使用方法 
スタートアップ CD 

（PDF ファイル） 

カード操作マニュアル 入退室、警戒切替操作など（一般ユーザー用） 
スタートアップ CD 

（PDF ファイル） 

設置から運用までの流れと、手順ごとに参照するマニュアルに関しては、同梱の工事手順書「はじめにお読みください」 

をご参照ください。 

 

 ※…スタートプログラムの取扱説明書を見る画面での「管理マニュアル（ブラウザからの操作編）」ボタンを 

   クリックすると表示されます。   

 □ ① NLJ-BW-C-8D 制御盤 (1 台) □ ② スタートアップ CD (1 枚) 

 □ ③ 工事手順書「はじめにお読みください」(1 枚) □ ④ SD カード (1 個)※①に取り付けてあります。 

 □ ⑤ 鍵 (制御盤小扉開閉用) (2 個) □ ⑥ ヒューズクリップ  (1 個) 

 □ ⑦ 予備ヒューズ 8A (2 個) □ ⑧ 保証書 (1 枚)  

 □ ⑨ 結線サンプル図 (1 枚)    
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2.2 工事に必要な道具 
制御盤と各機器の施工用に、以下のものを準備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ ① アンカーボルト（M5）もしくは同等品 4 本  

    …  制御盤を壁面に取り付ける際に使用します。 

□ ② プラスドライバー  …  認証装置（カードリーダー）との接続等に使用します。 

□ ③ 精密ドライバー（マイナス） …  アドレススイッチの設定や、ディップスイッチの設定に 

使用します。 

□ ④ M3 六角レンチ（2.5ｍｍ） …  認証装置（カードリーダー）の取り付けや、制御盤 

       の開閉に使用します。 

※認証装置（カードリーダー）に合わせた六角レンチ 

（1.5mm 等）も別途ご用意ください。 

□ ⑤ ニッパー   …  ノックアウトを開ける場合、線を切断する場合に使用します。 

□ ⑥ ワイヤストリッパー  …  線の被覆を剥く場合に使用します。 

□ ⑦ 各種線材   …  制御盤と各機器の接続に使用します。線種など詳細については、 

P.3～4 でご確認ください。 

□ ⑧ テスター   …   電源の 100V、接続線の導通テストを行う際に使用します。 

□ ⑨ ノート PC   …   データの設定、試験調整に使用します。注１ 

 

 

 

 

注１…Windows10 の PC では、動作保証致しません。Windows11 の PC を準備してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

① 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

② ③ ④ ⑤ 
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3 製品の概要 
 

3.1 制御盤の概要 
 

本製品は、カードや生体情報を照合して、扉の解錠や、防犯の警戒などが行える入退室管理システム用の制御盤です。

1 台の制御盤に、認証装置（カードリーダーや生体認証装置）を最大 16 台、電気錠を 8 台まで接続でき、 

防犯センサーなどの監視が行える入力を 8 点、他設備連携用の出力を 8 点備えています。 

機器の状態監視や制御、利用者の登録などは WEB ブラウザーを使用して簡単に行うことができます。 

制御盤は最大 4 台までネットワーク接続でき、４台分の履歴やデータを一元管理することが可能です。 

また、制御盤表面の LED に電気錠の解錠状態もしくは防犯センサー警備状態を表示することができるため、 

PC を使用しなくても一目で機器の状態を確認することができます。 

 

本制御盤は下表の通り、各システムのマスター若しくはスレーブ制御盤に使用することができます。 

組合せによっては多少の制約が出る場合があります。詳細は、販売店にお問合せください。 

 

システム名 マスター制御盤 スレーブ制御盤 

id・Techno mini 
NLH-BW-C-8D 

NLH-BW-C-8D(IO) 

NLH-BW-C-8D 

NLH-BW-C-8D(IO) 

NLJ-AW-C-8D 

NLJ-AW-C-8D-M 

NLJ-BW-C-8D-M 

id・Techno eS 
NLJ-AW-C-8D 

NLJ-AW-C-8D-M 

NLJ-AW-C-8D 

NLJ-AW-C-8D-M 

NLJ-BW-C-8D-M 

id・Techno eS Plus+ 

NLJ-AW-C-8D 

NLJ-AW-C-8D-M 

NLJ-BW-C-8D-M 

NLJ-AW-C-8D 

NLJ-AW-C-8D-M 

NLJ-BW-C-8D-M 

 

本製品の動作の設定および利用者などの設定方法は 2 つあり、用途に応じて自由に設定が可能です。 
 
①PC と制御盤をネットワークで接続して WEB ブラウザーで設定することで手軽に設定することができます。 

②データ登録プログラムを使用することで、ウィザードを使用してかんたんにデータを設定したり、きめ細や 

かな設定が可能です。また、データ登録プログラムを使用して作成したデータは、USB メモリや WEB 

ブラウザーで制御盤にインポートすることが可能です。 

その他、運用開始後の履歴の管理には WEB ブラウザーの他に付属の履歴管理プログラムを使用することで、

履歴の自動バックアップや勤怠の管理をすることが可能です。 
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3.2 システム構成図（概要図） 

 

＜id・Techno eS Plus＋システム概要図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                           
3.2.1 システム構成例① 
制御盤 1 台をブラウザーPC で管理、電源のバックアップを行う場合                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラウザーPC 

ブラウザーPC 

HTTPS 
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3.2.2 システム構成例② 
制御盤 4 台を社内 LAN で接続、ブラウザーPC で管理し、履歴のバックアップを履歴管理プログラムで行う場合 

       

 
 
 
 
 
 
      

 注意 

 
制御盤に停電バックアップ用のバッテリーは搭載していません。 

停電時のバックアップが必要な場合は、UPS などで AC100V をバックアップしてださい。 

 
ネットワークを構成する HUB には、"スイッチング HUB"を使用してください。"リピータ HUB"を

使用した場合、通信のトラフィックが非常に多いときに、情報が正常に送られない場合があります。 

 
ネットワークも含めたシステム全体をバックアップする場合はHUBもUPSなどでバックアップしてください。

HUB をバックアップしない場合は、停電時に制御盤間の連動や、PC からの監視/制御ができなくなります。 

ブラウザーPC 
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＜正面図＞ 

 

 

4 各部の説明と操作方法 
4.1 各部説明 

＜外観図＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜側面図＞   ＜① 小扉 内部図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ 

設置・工事 

 
＜小扉の開け方＞ 

④キーシリンダーに 

１：同梱の鍵を差し込む 

２：右へ 90°回しロックを解錠 

小扉は、窪みに指を入れ開いてください 

２ 

１ 

① 小扉 

② 盤面 LED 

③ 電源灯 

④ キーシリンダー 

⑥ USB メモリ挿入口 

⑦ USB 取外 LED 

⑧ USB 取外ボタン 

⑨ 電源ボタン 

⑤ 六角ネジ ⑩ 履歴 LED 

⑪ 履歴ボタン 

⑫ 設備 LED 

⑬ 設備ボタン 

⑭ 日時 LED 

⑮ 日時ボタン 
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① 小扉 
電源や USB メモリの挿入口は小扉内部に格納されています  

通常運用時、小扉の鍵は確実に施錠し、厳重に保管してください 

② 盤面 LED 設定により、電気錠の状態や警備ブロックの状態を確認できます （→P.22 参照） 

③ 電源灯 
正常動作中は電源灯が緑点灯します （起動時は点灯するまで時間がかかります） 

初回起動時や SRAM クリア後は赤点灯ですが、日時の設定を行うと緑点灯になります 

④ キーシリンダー 同梱の鍵を使用し、小扉を施解錠します  

⑤ 六角ネジ 制御盤を開閉するにはこのネジを回します（M3 六角レンチ（2.5ｍｍ））  

⑥ USB メモリ挿入口 USB メモリを使ってデータ操作をする場合はここに挿入します  

⑦ USB 取外 LED 鍵ファイルの入った USB メモリ（→P.29 参照）を挿入すると点灯します  

⑧ USB 取外 ボタン USBメモリを取り外す際はこのボタンを押し、LED消灯を確認してから抜き取ってください ※ 

⑨ 電源 ボタン 電源の ON/OFF を行います  

⑩ 履歴 LED 
制御盤内の履歴データを USB メモリにバックアップする際に使用します ※ 

⑪ 履歴 ボタン 

⑫ 設備 LED 
制御盤と USB メモリ間の設備データをやり取りする際に使用します ※ 

⑬ 設備 ボタン 

⑭ 日時 LED 
制御盤と USB メモリ間の日時データをやり取りする際に使用します ※ 

⑮ 日時 ボタン 

 

※ USB メモリ使用に関する詳細は、「管理マニュアル（USB メモリからの操作編）」をご参照ください。  



 

 

12 

＜内観図＞ 
 

【背板側】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【扉 側 】 
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番号 名称 備考 

① AC 入力端子 AC100Ｖを接続します 

② 主電源（SW1） 主電源を ON にしないと制御盤の電源が入りません 

③ ヒューズ 電源から他基板への過電流保護用のヒューズです 

④ スイッチング電源（12V） AC100Ｖから DC12Ｖを作る電源です（定期交換部品） 

⑤ スイッチング電源（24V） AC100Ｖから DC24Ｖを作る電源です（定期交換部品） 

⑥ 電気錠１，２接続用端子台（TB2）  

⑦ 電気錠３，４接続用端子台（TB3）  

⑧ 電気錠５，６接続用端子台（TB4）  

⑨ 電気錠７，８接続用端子台（TB5）  

⑩ 
認証装置（カードリーダー）接続用端子台

（TB1） 
 

⑪ アドレススイッチ（RSW1－アドレス１） 制御盤アドレスの１の位を設定するロータリースイッチです 

⑫ アドレススイッチ（RSW2－アドレス 10） 制御盤アドレスの 10 の位を設定するロータリースイッチです 

⑬ アドレススイッチ（RSW3－拠点１） 拠点アドレスの１の位を設定するロータリースイッチです 

⑭ アドレススイッチ（RSW4－拠点 10） 拠点アドレスの 10 の位を設定するロータリースイッチです 

⑮ ディップスイッチ（DSW1） 制御盤の動作設定用のディップスイッチです 

⑯ ディップスイッチ（DSW2） 制御盤の動作設定用のディップスイッチです 

⑰ 汎用 LED （DSP１～８） 制御盤の各種状態を表示します 

⑱ 試験調整用スイッチ（RSW6-CTG） 状態表示の切り替えのためのロータリースイッチです 

⑲ 試験調整用スイッチ（RSW5-PT） 状態表示の切り替えのためのロータリースイッチです 

⑳ スタートボタン（表示切替） 状態表示の切り替えのためのボタンです 

㉑ 火災、警報、障害用端子台（TB8）  

㉒ 出力接続用端子台（TB7）  

㉓ 入力接続用端子台（TB6）  

㉔ SD カード挿入口 
SD カードが挿入されていないと制御盤は動作しません 

SD カードは出荷時に挿入されています 

㉕ LAN ケーブル用コネクタ＆LED  
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5 工事 
5.1 取り付け 

取り付けには、アンカーボルト（M5）もしくは同等品４本を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意 
 

 
制御盤は必ず４か所で固定し、設置完了後、必ず制御盤が正しく十分な強度で壁面に取り付けられていることを 

確認してください。不完全な取り付けは、脱落・落下によるけがや機器故障の原因になります。 

 
機器取り付け時に、過大な力で締めすぎないようにしてください。 

制御盤が曲がったり歪んだりして、ケースが破損する場合があります。 

  

5.2 通線用ノックアウトの開け方 
通線のために必要な場合、ノックアウトを使用します。 

切取るラインに沿って、あらかじめカッターで切れ目を付けておいてからニッパーで切り取りペンチなどで抜きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御盤の扉を開ける際、左側面の扉固定用の爪を指で押す 

必要があります。取り付けをするときは制御盤の左側面に 

指が入るよう、必ず 20mm 以上の空間を確保してください。  

また、制御盤扉の全開放には制御盤の右側に 100mm 

以上の空間が必要です。 

＜ノックアウトの位置＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜上面から見たノックアウト＞ 

20mm以上 100mm以上

メタルモール C 型用 

メタルモール B 型用 

間部分も抜くことができます（モールを使用しない場合等） 
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5.3 SD カードの取り付け 
付属の SD カードは扉側に設置された MCPU ボードの 

カード挿入口にあらかじめ差し込まれた状態で出荷

されています。 

 

SD カードの取り付け 

SD カードのラベルを表面にして矢印の方向に「カチッ」と 

音がするまで、差し込む。 

SD カードの取り外し 

SD を取り外す前に電源を OFF（→P.23 参照）した後、カード

を軽く「カチッ」と音がするまで押し込み指でつまみ抜き取る。 

 

 警告 
 
 

SD カードは根元までしっかり差し込まれていることを必ず確認してください。 

SD カードにはプログラム・物件データなど本製品に必要なデータがすべて格納されています。 

差し込み不良は、本製品の動作に不具合を生じさせる原因になります。 

  SD カードはプログラムの変更などの必要な場合を除き取り外さないでください。 

動作中に SD カードを取り外すと警告音が鳴ります。（→P.68 参照） 

※ 弊社にお問い合わせいただく際、制御盤のプログラムバージョンを確認させていただくことがあります。 

施工完了時に「10.5.5 制御盤のプログラムバージョン確認画面」を参照して頂き、本機のプログラムバージョン番号 

を控えておくようにお願いします。 

 

5.4 接続方法 
5.4.1 電源線の接続 

 注意 

 
施工完了までは主電源を入れないでください。 

電源を入れた状態での施工は、感電や事故、または、製品が故障するおそれがあります。 

 
電源は極性に注意して接続してください。 

下図を参考に、電源線は端子ＮとＬに接続し、アース線は端子Ｅへつないでください。 

＜電源線接続位置＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4.2 差込端子の使い方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 線が差し込みにくい場合は、線を外すとき同様端子台の凸部を押し下げながら線を差し込んでください。 

 注意 

 
より線の電線は接続できませんので、棒型圧着ラグ端子をつけて使用してください。 

 
・適合電線範囲であるΦ0.５～1.2mm の単線を使用してください。 

・電線の被覆は８ｍｍに剥いてください。指定長不足や差し込み不足は接触不良の原因となります。 

＜線をつなぐ場合＞ 

線を面に対し垂直に奥まで差し込みます。差し込ん

だら線を軽く引っ張り、確実に接続されたかどうか

確認してください。※ 

 

＜線を外す場合＞ 

精密ドライバーなどを使用し、端子台の凸部を 

垂直に押し下げながら線を引き抜いてください。 
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5.4.3 電気錠との接続 
電気錠はＴＢ2～ＴＢ5 へ接続します。（TB2～TB５の配置は、P.12「＜内観図＞」を参照してください。） 

接続する端子の場所の番号（1～8）が、電気錠番号（アドレス）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4.4 認証装置（カードリーダー）との接続 

制御盤と認証装置（カードリーダー）は TB1 の端子へ下図のように接続します。 

・ 認証装置（カードリーダー）番号（アドレス）１～8 は「認証装置（カードリーダー）系統 1（CR1）」へ、

9～16 は「認証装置（カードリーダー）系統 2（CR2）」へ接続します。 

・ 信号線のシールドは制御盤の FG 端子に接続してください。 

・ 認証装置（カードリーダー）番号（アドレス）の設定は認証装置（カードリーダー）内部のディップスイッチ

で行います。（→各認証装置（カードリーダー）の取扱説明書参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

認証装置（カードリーダー）側  

ＰＡ  ＰＢ ＴｘＬ ＴｘＨ 

       ↓   ↓   ↓   ↓ 

制御盤側  ＧＮＤ 12Ｖ ＴｘＬ ＴｘＨ 

制御盤 – 認証装置（カードリーダー）間の最長距離は 150m です。 

※接続台数、使用線種により最長距離は異なります。 

  P3～. 「1.2.1 配線についての注意（距離、線種）」を参照してください。 

渡り接続で 2 台以上つなぐ場合、 

最大８台まで接続可能となります 

注：4 線式の認証装置を使用する場合は、 

認証装置の設定を 2 線にしてください。 ＲｘＬ－ＴｘＬ、ＲｘＨ－ＴｘＨ間 

を接続してください 

PA PB RxL RxH TxL TxH 

カードリーダー 

（NHD-AU-□、NHC-AU-□、 
NCD-BU-□、NLE-1 の場合） 

カードリーダー 
（NHF-□U-□、NHI-AR-□、 

NHH-AU-□、NHB-BU-□の場合） 

カードリーダー 

（NHJ-□U-W-□の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＋ － O C I C I C

MSW □RSW □SOL □  

ＲＳＷ － 扉開閉信号 

ＭＳＷ － 施錠信号 

電気錠アドレス（電気錠番号）について 

注：自動ドアを接続する場合は自動ドアの 
解錠入力を[SOL O,C 端子]に接続する 

電気錠 
（自動ドアの場合：無電圧出力） 

電気錠 
（直接制御する場合：有電圧出力） 

注：下記配線色は美和ロック製 
  電気錠を使用した場合 

端子台 

制御盤 – 電気錠間の最長距離は 150m です。 

※電気錠動作電流、使用線種により最長距離は異なります。 

  P3～. 「1.2.1 配線についての注意（距離、線種）」を参照してください。 

※□ 部分の数字 1～8 が、その端子に接続した電気錠のアドレスとなります。 

 例）「電気錠アドレス 1」を接続したい場合は、□ が 1 の端子台へ接続します。 
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5.4.5 入力/出力の接続 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
5.4.6 警報代表、障害代表の接続 
警報および障害を代表信号として接点出力することができます。 

警報代表の端子名称は｢ALM｣、障害代表の端子名称は｢ERR｣となっています。 

各出力は以下の場合に動作します。 

警報代表 発報(防犯回線) 

障害代表 

外部電源異常発生、内部電源異常発生(制御盤)、ﾀﾝﾊﾟｰ異常発生(制御盤)、ﾀﾝﾊﾟｰ異常発生(IO ﾕﾆｯﾄ)、 

施錠ｴﾗｰ発生(電気錠)、解錠ｴﾗｰ発生(電気錠)、開放放置ｴﾗｰ発生(電気錠)、こじ開け発生(電気錠)、 

警戒ｴﾗｰ発生(防犯回線)、警戒開始ｴﾗｰ発生(警備)、CF 内ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ NG、SD ｶｰﾄﾞｴﾗｰ 

警報代表、障害代表がどのようなときに動作するかは、データ設定により変更することができます。 

※警報代表および障害代表は、各制御盤での代表出力となります。システムとしての代表出力とは 

なっていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4.7 火災代表入力の接続 
火災代表入力端子には自動火災報知設備からの火災信号（無電圧接点、火災時クローズ）を接続します。 

この入力をショートすると、火災解錠の設定(P.45 参照)に従って電気錠が連続解錠します。 

端子名称は「FIRE」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

移報機器 
（ブザー、他機器など） 

警報代表出力 障害代表出力 

端子台 

端子台 

 

自動火災報知設備 
（火災信号） 
 

・入力端子の a 接点/b 接点の切替は 

データ設定により行います。 

・出力端子は、制御盤の電源 OFF 時は 

ブレイク（開）となります。 

注：出力は無電圧接点出力 
接点容量はＤＣ30Ｖ １Ａ 

移報機器 
（ブザー、他機器など） 

電気錠 
一時解錠ボタン 

防犯センサー 
（パッシブセンサーなど） 
 

出力２ 
（扉開閉信号） 

出力１ 
（防犯発報信号） 
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5.4.8 PC、ネットワークとの接続 
PC は、カテゴリー5(CAT5)以上の LAN ケーブルを使って、 

背板側基板右上にある LAN ケーブル用コネクタに接続します。 

専用ネットワーク以外（社内 LAN、WAN など）に接続する場合は、 

販売店にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：出荷時での各制御盤デフォルト値一覧表 

名称 IP アドレス サブネットマスク デフォルトゲートウェイ 

マスター制御盤 192.168.100.100 255.255.255.0 192.168.100.254 

スレーブ制御盤 1 192.168.100.101 255.255.255.0 192.168.100.254 

スレーブ制御盤 2 192.168.100.102 255.255.255.0 192.168.100.254 

スレーブ制御盤 3 192.168.100.103 255.255.255.0 192.168.100.254 

 

※IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイは変更可能です。 

 

※IP アドレスの設定を工場出荷状態に戻したい場合は、下記の操作を行ってください。 

 ① 制御盤内インターフェース基板の「START スイッチ」を 10 秒間長押します。 

 ② インターフェース基板上の汎用表示灯 DSP１～８がすべて点滅します。 

   注）DSP１～８がすべて点滅したら、スイッチから手を離してください。 

 ③ １～２分程度で制御盤の再起動が行われ、 IP アドレスの設定が初期化されます。 

 

 

   

 注意 
本製品は、状態や履歴の確認に、ネットワークを使用することができます。  

制御盤間の通信や付属アプリケーションとの通信はすべて暗号化されており、 WEB ブラウザーと

の通信を暗号化（HTTPS を使用）することも可能です。  

暗号化しない HTTP で接続すると、WEB ブラウザーとの通信の中の履歴情報や利用者の名称など

がネットワーク上に平文で流れますのでご注意ください。 
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6 内部スイッチ（ディップスイッチ・ロータリースイッチ）の設定  
 

本制御盤の内部スイッチにより、動作するための基本的な設定を行います。 

 

 注意 

 
設定を変えた場合は、必ず制御盤を再起動してください。再起動しない場合は、設定内容が反映されません。

また、USB メモリやブラウザーで設定する場合は、必ずディップスイッチを設定して再起動後に、

USB メモリ・ブラウザーの操作を行ってください。 

 

6.1 アドレススイッチの設定（拠点アドレス） 
「id・Techno Satellite」を接続して拠点管理を行う場合、 

拠点アドレスを設定します。 

拠点アドレスは、アドレススイッチ（RSW3/RSW4）で 

設定します。 

工場出荷状態は右の図のように“01”と設定されています。 

拠点管理を行わない場合は、“01”に固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.2 アドレススイッチの設定（制御盤アドレス） 
アドレススイッチ（RSW１/RSW２）で、マスター/スレーブ制御盤の設定とネットワークアドレス（IP アドレスなど）

の設定を行います。 

制御盤を２台以上接続して使用する場合は、１台目をマスター、２台目以降をスレーブ制御盤として設定します。 

（制御盤はシステム内で、マスター制御盤を 1 台、スレーブ制御盤を３台まで接続することができます。） 

アドレススイッチ（RSW１/RSW2）の設定に従いネットワーク 

アドレス（IPアドレス･サブネットマスク･デフォルトゲートウェイ）

が設定されます。 

工場出荷状態は右の図のようになっており、マスター制御盤と

して設定されています。 

 

大規模モードで使用する場合は 

“01”～“80” 

それ以外で使用する場合は 

“01”～“04” 

で設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

   

アドレススイッチ 

IP アドレス サブネットマスク デフォルトゲートウェイ マスター/スレーブ RSW 2 RSW 1 

0 1 192.168.100.100 255.255.255.0 192.168.100.254 マスター 

0 2 192.168.100.101 255.255.255.0 192.168.100.254 スレーブ 1 

0 3 192.168.100.102 255.255.255.0 192.168.100.254 スレーブ 2 

0 4 192.168.100.103 255.255.255.0 192.168.100.254 スレーブ 3 

0 1 

0 1 
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6.3 試験調整用スイッチの設定（必要な場合のみ） 
各種設定後の試験調整時に、接続機器の状態を内部 LED で確認できます。ロータリースイッチ RSW5（PT）、

RSW6（CTG）の組合せで、LED（DSP1～DSP8）の表示内容を切替えることができます。 

両スイッチを設定後（下表参照）、START（表示切替）ボタンを押すと表示されます。 

 

※ 機能使用後は、必ずロータリースイッチ（RSW5（PT）、RSW6（CTG））を両方とも「0」の位置に 

戻しておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

CTG PT

DSP1 更新中 点灯
DSP2 作成中 点灯
DSP3 作成中 点灯
DSP4 作成中 点灯

正常時 点灯
異常時 点滅
未設定 消灯

DSP7 正常時 消灯
DSP8 動作中 点滅
DSP1 正常時 点灯
DSP3 閉入力時 点灯
DSP4 押下げ時 点灯
DSP5 正常時 点灯
DSP6 正常時 点灯
DSP7 正常時 点灯

2 DSP1～8 設定ファイル１～８　 点灯
3 DSP1～8 設定ファイル９～１６ 点灯
4 DSP1～8 設定ファイル１７～２４ 点灯
5 DSP1～8 設定ファイル２５～３２ 点灯

正常時 点灯

異常時 点滅

未設定 消灯

正常時 点灯

異常時 点滅

未設定 消灯

正常時 点灯
障害時 点滅
未設定 消灯
正常時 点灯
障害時 点滅
未設定 消灯

1

1
2
・
・
9

DSP1～8

DSP6

1

0

2

設定
表示内容

0

0

データ更新中
履歴ファイル作成中
データファイル作成中
在室一覧ファイル作成中

内部電源監視

センター装置との通信

制御盤正常動作中

0

1

0

制御盤通信状態
ＤＳＰ１：制御盤1（マスター）との通信
状態
ＤＳＰ２～８：制御盤2～8との通信状態
※5～8は大規模接続時

AC電源監視　(停電)
火災入力　（ＦＩＲＥ）

DSP1～8

タンパスイッチ
障害代表出力　（ＥＲＲ）
警報代表出力　（ＡＬＭ）
電源灯

あり

1系統目認証装置（1～8）の伝送状態

2系統目認証装置（9～16）の伝送状態

※設定ファイル
　番号一覧参照

制御盤9～16との通信状態
制御盤17～24との通信状態
　　　　　　　・
　　　　　　　・
制御盤73～80との通信状態

2 0 DSP1～8

1 DSP1～8

CTG PT

DSP1 電圧出力
DSP2 電圧極性
DSP3 電圧出力
DSP4 電圧極性
DSP5 電圧出力
DSP6 電圧極性
DSP7 電圧出力
DSP8 電圧極性
DSP1 扉開閉状態
DSP2 施解錠状態
DSP3 扉開閉状態
DSP4 施解錠状態
DSP5 扉開閉状態
DSP6 施解錠状態
DSP7 扉開閉状態
DSP8 施解錠状態

DSP1 電圧出力

DSP2 電圧極性
DSP3 電圧出力
DSP4 電圧極性
DSP5 電圧出力
DSP6 電圧極性
DSP7 電圧出力
DSP8 電圧極性
DSP1 扉開閉状態
DSP2 施解錠状態
DSP3 扉開閉状態
DSP4 施解錠状態
DSP5 扉開閉状態
DSP6 施解錠状態
DSP7 扉開閉状態
DSP8 施解錠状態

3 0 DSP1～8
閉入力時
開入力時

点灯
消灯

設定
表示内容

2 2

ＥＬ１
電圧
出力時

極性
反転時

点灯

点灯

ＥＬ２

ＥＬ３

ＥＬ４

2 3

ＥＬ１

扉閉時

施錠時

点灯

点灯

ＥＬ２

ＥＬ３

ＥＬ４

2 4

ＥＬ５
電圧
出力時

極性
反転時

点灯

点灯

ＥＬ６

ＥＬ７

ＥＬ８

2 5

ＥＬ５

扉閉時

施錠時

汎用入力1-8の状態

点灯

点灯

ＥＬ６

ＥＬ７

ＥＬ８

汎用表示 LED 
（右から 1～8） 
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工場出荷状態では全 bit が OFF になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 カードフォーマット送信処理
カード読取フォーマットを選択します
読取フォーマットをフォーマットカードやファイルから設定する場合は
それぞれの設定方法にあわせてください

2 ブザー音量/操作音有無 ブザーの音量と操作音有無の組み合わせを選択します

3 時報有無
時報を使用するに設定すると、毎日正午に時報音が鳴ります
制御盤の時計がずれていないか毎日確認できます

4 HTTP接続許可 HTTPSでのみ接続できるようにする場合はONに設定します→（P.37参照）

5 USBメモリ登録モード USBメモリ運用で使用するメモリの登録を行います → （P.34参照）

6 大規模モード id・Techno for ProfessionalⅡに接続する場合にONに設定します

7 WEBサーバー使用可否
外部からのWEBアクセスをシャットアウトしてセキュリティ性を高めたい
場合に使用します
USBメモリのみで運用する場合に必要があればONにしてください

8 FTPサーバー使用可否
履歴管理プログラムを使用して、制御盤にアクセスし履歴を自動的に
取り込む機能の使用有無です
使用する場合のみOFF（使用可能）にしてください

9 USBメモリ使用可否
USBメモリで制御盤データの読み書きをする機能の使用有無です
ブラウザーのみで運用する場合は使用禁止にしておくと安全です

10 休日自動設定
当日から1年後までの国民の祝日を休日として自動生成、保存します
また1年を過ぎた休日データは自動的に削除します
ただし、64日を超える休日は生成されません → 次頁「参考2」

11 盤面LED表示モード 盤面のLEDに表示させる内容を選択します → 次頁「参考1」
 

 

 

 

 

6.4 各種設定スイッチ（DSW１、DSW2）の設定 
ディップスイッチ（DSW１、DSW２）で、カード読み取りフォーマット/制御盤表面の LED/ブザーなどの設定

を行います。 

（”DSW１“と”DSW２“の各ディップスイッチは、左から順番に bit1～bit10 の並びとなります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑥DSW銘板　70×140　or　100×140

1.警備ブロック状態

0.電気錠状態0.使用可能

1.使用禁止1.使用禁止

0.使用可能

1.アクセス
禁止

0.アクセス
可能

0.Pro2
接続不可

1.Pro2
接続可能

0.登録/消去
禁止

1.登録/消去
する

0.自動設定
する

1.自動設定
禁止

0.許可する

1.許可しない1.使用する

0.使用しない0.音量大

1.音量小

2.鳴動なし

0.Idm

1.標準カード

2.Edy

3.Uid(Mifare)

4.CSVﾌｧｲﾙで設定

7.ｶー ﾄ゙ ﾘー ﾀ゙で設定

盤面LED

表示モード

7.表示しない

大規模

モード

WEBサーバー

使用可否

FTPサーバー

使用可否

USBメモリ

使用可否

休日

自動設定

USBメモリ
登録モード

ブザー音量カードフォーマット
送信処理

時報有無 ＨＴＴＰ
接続許可

DSW1 DSW2ディップスイッチ設定表
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

OFF OFF OFF

OFFOFF

OFF OFF

OFF

OFF

OFF OFF OFF OFF OFF

OFF

OFF

OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF OFF

OFFOFF

ON ON ON ON

ON ON

ONON

ON ON

ONONON

ON ON ON ON ON ON

ON ON ON

0.IDm 

3.UID(MIFARE) 

ディップスイッチ 設定内容 

※マスター制御盤とスレーブ制御盤の複数台で運用する場合、「大規模モード」 

「FTPサーバー使用可否」「休日自動設定」はすべての制御盤を同じ設定にしてください。 

「カードフォーマット送信処理」「ブザー音量/操作音有無」「時報有無」「USBメモリ登録モード」

「USBメモリ使用可否」「盤面LED 表示モード」は、制御盤ごとに設定可能です。 

「HTTP 接続許可」「WEB サーバー使用可否」はマスター制御盤で設定してください。 

 

6 .  C S V フ ァ イ ル で 設 定 

 

→（P.37 参照） 

→（P. 34 参照） 
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<参考１> 盤面 LED 表示モードについて（DSW２＿bit６-bit8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<参考２> 休日自動設定モードについて（DSW２＿bit５） 

 

休日自動設定モードをON にすると、毎日AM1:00、または起動時に自動的に365 日後までの国民の休日（祝日） 

データ（ハッピーマンデーや振替休日を含む）を保存し、366 日以前のデータは削除します。 

つまり、常に当日の前後それぞれ365 日間ずつの休日（祝日）データが保存されている状態になります。 

 

[例：2025 年 5 月 31 日を迎えたとき] 

 

[設定される休日データ]（例：2025～2032 年） 

 

※  自動設定される休日（祝日）データはコンピュータにより算出されたものであり、政府が発表する休日と 

異なる可能性があります。 

※  法改正などにより休日が変更される場合もありますのであらかじめご了承ください。 

※  制御盤に休日（祝日）や特別日として登録できるのは、自動生成された休日を含んだ 64 日までです。   

2025 年 1/1, 1/11, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/21, 8/11, 9/15, 9/23, 10/13, 11/3, 11/23 

2026 年 1/1, 1/12, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/20, 8/11, 9/21, 9/23, 10/12, 11/3, 11/23 

2027 年 1/1, 1/11, 2/11, 2/23, 3/21, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/19, 8/11, 9/20, 9/23, 10/11, 11/3, 11/23 

2028 年 1/1, 1/10, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/17, 8/11, 9/18, 9/22, 10/9, 11/3, 11/23 

2029 年 1/1, 1/8, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/16, 8/11, 9/17, 9/23, 10/8, 11/3, 11/23 

2030 年 1/1, 1/14, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/15, 8/11, 9/16, 9/23, 10/14, 11/3, 11/23 

2031 年 1/1, 1/13, 2/11, 2/23, 3/21, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/21, 8/11, 9/15, 9/23, 10/13, 11/3, 11/23 

2032 年 1/1, 1/12, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/19, 8/11, 9/20, 9/22, 10/11, 11/3, 11/23 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DSW2 bit6-8 すべてＯＮにした場合 … 非表示（常に消灯） 

 

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

8

DSW2 bit6-8 

すべてＯＦＦにした場合 

 

⇒ 電気錠状態表示 

（下から電気錠 1-8） 

 

解錠中   → 緑点灯 

 

施錠エラー → 緑点滅 

 

施錠中または未使用 

           → 消灯 

DSW2 bit6 を ON  

bit7,8 を OFF にした場合 

 

⇒ 警備状態表示 
（下から警備ブロック１-８） 

 

警戒中     → 緑点灯 

 

警戒開始エラー → 緑点滅 

 

発報      → 赤点灯 

 

警戒解除中 または 未使用 

         → 消灯 

5/30 5/31 6/15/29 6/25/28 5/29 5/305/285/27

削除

5/30 5/31 6/15/29 6/2 6/3

365日間365日間

～～

毎日AM1:00または制御盤起動時に当日を含む365日後までの休日データを追加当日より366日以前のデータは削除していく

2010 2011

1：00

2025 2026 
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7 電源 ON/OFF 方法 
＜主電源を ON にする＞ 

まず、本体カバーを開け（P.10 を参照）制御盤内部の主電源 

（ＳＷ１）を ON します。（左図 矢印方向に倒します） 

主電源 ON 後は、自動的に本製品が起動しますので、開いたカバー 

を閉じ、小扉内部の六角ネジを締めたあと、小扉を閉じてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜電源 ON 方法＞ 

※主電源 ON 後の初回起動時は、この操作は不要です。 

 

１  鍵で小扉を開き、左下にある電源ボタンを押します。 

  

２ 「ピッ」と音が鳴り、ボタンを押して約 30 秒後に、 

電源灯が緑色（または赤色）に点灯するのを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

                ＜電源 OFF 方法＞ 

                                    

１  鍵で小扉を開き、左下にある電源ボタンを長押しします。 

 

２ 「ピッ」と音が鳴り電源灯が緑色で点滅するのを確認して 

指を離します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 注意 

 
本体カバーを開閉した後は、小扉内側の六角ネジ（P.10 参照）の締め忘れにご注意ください。 

六角ネジを締め忘れてしまいますと、扉が完全に固定されず意図せずに開いてしまう可能性があり、

危険を伴います。 

設定・インストール 

 1 
 ２ 

 ２ 
 1 
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8 カード読み取り確認 
 

電源投入後ディップスイッチ（→P.21）にて設定したカード読み取りフォーマットが正しく設定されているか、

実際にカードを認証装置（カードリーダー）に読み取らせて確認します。 

 
カードをかざしても「ピッ」とブザーが鳴らない（無反応）場合は、カードが破損している可能性もありますので、

他のカードで再度試してください。それでも上手くいかない場合は、認証装置（カードリーダー）側の設定や接続、

設定したフォーマットとカードの種別が合っているか、などを再度ご確認ください。 

 

 

カード読み取りフォーマットを設定するには、P.21 に記載のディップスイッチによる設定方法のほかに、 

フォーマットカードを認証装置（カードリーダー）にかざして設定する方法もあります。 

標準カードや IDm を使用しないお客様指定のカードを使用する場合には、フォーマットカードによる設定 

が必要です。※ フォーマットカードを使用する場合は販売店にお問い合わせください。 

 

 

以下は、設定方法の一例となります。 

設定方法は、それぞれの認証装置（カードリーダー）により異なりますので、 

詳細については、各製品に同梱されている取扱説明書をご参照ください。 

 

  

設定内容と同じフォーマットのカードを 

接続した認証装置（カードリーダー）にかざします。            
正しく設定されている場合は認証装置（カード

リーダー）のブザーが「ピッ」と鳴ります。 

手順図（例：認証装置（カードリーダー）「NHJ-□U-W-□」の場合）  

 

 

 

１  カードリーダーのカバーを開け、 

ディップスイッチ（DSW1）の 

4bit 目を「ON」にします。 

２ カードフォーマット登録モードに 

なり、解錠LED が青点滅を始めたら

フォーマットカードをかざします。 

３ ブザーが 1～数回鳴り、警戒/戸締り 

LED が登録枚数に応じて点灯、または

点滅します。 

ディップスイッチ（DSW1）の4bit 目を

OFF にして、カードリーダーのカバーを

閉めます 
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9 PC で管理する（「スタートプログラム」使用方法） 
 

本製品に添付している「スタートアップ CD」の使用方法について説明します。 

 

9.1 スタートプログラム概要 
スタートプログラムでは、以下の項目の設定が行えます。 

・ ブラウザーPC の設定 

・ 「データ登録プログラム」のインストール 

・ 「履歴管理プログラム」のインストール 

・ 制御盤で使用する USB メモリの登録 

・ PC 用卓上カードリーダーの使用/不使用設定 

・ 各種取扱説明書の参照 

 

＜本制御盤を操作できる PC の仕様> 

・ ＰＣ本体 

・ O S 
（日本語版のみ） 

・ 解像度 

・ ブラウザー 

IBM-PC/AT 互換機 

Windows 11 Home, Pro 

 

1366×768 以上 

Microsoft Edge (Chromium 版)、Google Chrome 

 

「スタートアップ CD」を、データ設定用に使用する PC の CD・DVD ドライブにセットすると 

以下の画面が立ち上がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

⇒P.26 参照 

 

⇒P.27 参照  

 

⇒P.5 参照 

 

⇒P.33 参照  

 

⇒P.30 参照  

 

⇒P.29 参照  

 

⇒P.30 参照  

 

⇒P.29 参照  

 

⇒P.28 参照  
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9.2 ブラウザーを使うには 

 

9.2.1 ブラウザーの自動設定 
本制御盤にブラウザーでアクセスするには、PC に対して各種設定の変更が必要となります。スタートプログラムでは、

この設定を自動的に行えます。 

※ 制御盤の IP アドレスを変更した場合も、必ずこの操作を行ってください。 

※  自動設定前に以下の操作を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意 

 
この操作を行う場合は、「Administrator」権限（コンピューターの管理者）を持ったユーザーで

Windows にログインしてください。また、ログイン ID は半角英数字のみを利用してください。 

日本語文字が含まれているとインストールできないことがあります。 

「ユーザーアカウント制御の無効設定」 

 
[スタートメニュー]→[すべてのアプリ]→[Windows ツール]→[コントロールパネル]を開きます。  

[コントロールパネル(アイコン表示)]→[ユーザーアカウント]→[ユーザーアカウント制御の設定]で  

画面左のスライダーを一番下の「通知しない」に設定します。  

（「推奨されません」と表示されますが、そのまま設定します。）  
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１ 「インターネットオプションを設定する」 

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自動設定される内容が表示されますので、内容を確認し 

引き続き自動設定を実行する場合は「同意する」 

にチェックを入れ、「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  マスター制御盤の IP アドレス入力画面が開きます。 

IP アドレス入力後、「設定」ボタンをクリックすると、 

自動設定が実行されます。 

 

※ 工場出荷状態のマスター制御盤の IP アドレスは 

   “192.168.100.100”に設定されています。 

 

 

４    設定完了のポップアップが表示されますので、 

   「OK」ボタンをクリックして完了になります。 

 

 

 

 

  
9.2.2 鍵ファイルのインストール 
ブラウザーでの操作を開始するにあたり、本制御盤にログインするための鍵ファイルを PC にインストールします。 

鍵ファイルをインストールした PC だけが、本制御盤を操作することができます。 

 

１ 「PC に鍵ファイルをインストールする」ボタンをクリックして、鍵ファイルをインストールしてください。 

     

２ インストールに成功すると、右のようなポップアップウィンドウが表示されます。 

「OK」ボタンをクリックして完了します。 

 

 

 

既にインストールされている場合は下のようなメッセージを表示します。 

 
 

 

 

 

 

  

 注意 

 
この操作は信頼済みサイトのセキュリティレベルを変更します。このPC でインターネットを使用する場合、

動作に影響がある場合がありますので、ご使用にあたっては十分に注意してください。 
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鍵ファイルをインストールした PC から鍵ファイルを削除する場合 

「鍵ファイルをアンインストールする」ボタンをクリックします。 

「アンインストールが正常に完了しました」というポップアップウィンドウが表示されたら「OK」ボタンを 

クリックしてアンインストール完了です。 

 

9.2.3 サポートプログラムのインストール 
本制御盤にログインするためのサポートプログラムのインストールをします。 

 

１ まず、プログラムをインストールする PC のポート番号に「29241」が使用されているか、以下の手順で 

確認を行ってください。 

 

ポート使用状況の確認方法 
ポート番号「29241」の使用状況については以下の手順で確認できます。 

① キーボードを使用して Ctrl＋Shift＋Esc キーを同時に押して、タスクマネージャーを開きます。 

 

② タスクマネージャーの「パフォーマンス」をクリックします。 

次に右上の３点リーダーから「リソースモニター」を選択し、リソースモニターを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ リソースモニターの「ネットワーク」をクリックします。 

さらに「リッスンポート」をクリックすると、ポート番号の使用状況が確認できます。 

ポート番号「29241」が使用されているか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ PC のポート番号「29241」が使用されている場合は、以下の手順を行なってください。 

※「29241」が使用されていない場合は、以下の手順は不要ですので、3 に進んでください。 

・環境変数に『WEBAPI_PORT』の名前で使用していないポート番号を値として設定する。  

スタートメニュー  →［設定］→［システム］→［バージョン情報］→［システムの詳細設定］→ 

システムのプロパティ画面の［詳細設定］タブ→［環境変数］→［システム環境変数］の［新規］にて 

ユ ー ザ ー 指 定 の 環 境 変 数 を 設 定 し ま す 。  

 

３ スタートアップCD内の「PRG」→「WebAPIPrg」フォルダ内の「 install.bat」をダブルクリックすると 

インストールが始まりますので、画面の指示に従ってインストールを実行してください。 

 

４ インストールが成功したら右のような画面になるので、 

「閉じる」ボタンをクリックしてインストール完了してください。 

 

その後、サポートプログラムを起動させるために 

PC を再起動してください。 
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9.3 USB メモリを使えるようにするには 
制御盤とのデータのやり取りに USB メモリを使用する場合は、「スタートプログラム」からその USB メモリに

鍵ファイルをインストールする必要があります。 

鍵ファイルがインストールされていない USB メモリは使用することができません。 

 

１ 「スタートプログラム」を起動している PC の USB ポートに実際に使用したい USB メモリを挿し込みます。 

    

２ 「USB メモリを id・Techno eS Plus✛本体で使えるようにする」

ボタンをクリックすると、右のような画面が表示されます。 

 

まず、USB メモリの使用に必要な以下の２つのプログラム

のインストールを行います。 

・VC＋＋2005 SP1 ランタイムライブラリ 

・LibUSB 

 

お使いの PC にこれらのプログラムがインストールされて 

いるかを自動判別して表示します。 

インストール状態を確認し、どちらか一方でもインストール 

されていない場合は、「インストールするには？」をクリック 

し､画面の指示に従ってインストールしてください。 

   

 

 

３ 次に、鍵ファイルを USB メモリにインストールします。 

「鍵ファイルを USB メモリに登録し、id・Techno eS Plus＋本体で認識できるようにする」

ボタンをクリックすると、右のような画面が表示されますので、 

接続中の該当する USB メモリを選択し、「選択」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

４ 右のような画面に進みます。 

登録する場合は、「はい」をクリックし、登録完了です。 

尚、選択した USB メモリが既に認証済みだった場合は、 

「すでに登録されています」という画面が表示されます。 

 

 

 

9.4 データ登録プログラムを使用するには 
ブラウザーを使用せず USB メモリを使用してデータ登録する場合や、より詳細な設定を行うには、  

専用アプリケーション「データ登録プログラム」を PC にインストールする必要があります。  

 

１ 「データ登録プログラムをインストールする」ボタン 

をクリックします。右のような画面が表示されるので 

画面の案内に沿ってインストールします。 

 

 

 

２   C ドライブの「SecmngPrg 」フォルダに、

「eS_DataSet」という名前のフォルダが作成されます。 

「eS_DataSet」フォルダ下、「prg」フォルダ内に

ある「eS_DataSet.exe」をダブルクリックすると

プログラムが起動します。 

必要に応じてデスクトップなどにショートカット 

を作成してください。 

 

 
データ登録プログラムについての詳細や、使用方法などについては、「スタートプログラム」の「各種取扱説明書をみる」の中に 

「データ登録プログラム取扱説明書」が用意されていますので、そちらをご参照ください。 
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9.5 履歴管理プログラムを使用するには 
制御盤から USB メモリに取り込んだ履歴を参照したり、勤怠管理機能 などを使用するには、  

専用アプリケーション「履歴管理プログラム 」を PC にインストールする必要があります。  

また、「履歴管理プログラム」を使用する場合のネットワークやディップスイッチの設定は、  

P.18、P.21 を参照してください。  

 

１ 「履歴管理プログラムをインストールする」を 

クリックします。右のような画面が表示されるので

画面の案内に沿ってインストールします。 

 

 

 

 

２  C ドライブの「SecmngPrg」フォルダに、「eS_History」

という名前のフォルダが作成されます。 

「eS_History」フォルダ内にある「eS_History.exe」を

ダブルクリックするとプログラムが起動します。 

必要に応じてデスクトップなどにショートカットを作成

してください。 

 

 

 

 

 
履歴管理プログラムについての詳細や、使用方法などについては、「スタートプログラム」の「各種取扱説明書をみる」の中に 

「履歴管理プログラム取扱説明書」が用意されていますので、そちらをご参照ください。 

 

 

 

9.6 卓上カードリーダーを使えるようにする/使えなくする 
卓上カードリーダーを使えるようにすると、PC に接続した卓上カードリーダーから実際に使用するカードの内容

を読み込んで表示/入力することができます。 

 

本制御盤で使用できる卓上カードリーダーは下記の製品です。 

 

SONY 株式会社製 「非接触 IC カードリーダー/ライター RC-S300/S１」（PaSoRi） 

SONY 株式会社製 「非接触 IC カードリーダー/ライター RC-S380/S」（PaSoRi）  

 

 

＜卓上カードリーダードライバーのインストール＞ 

卓上カードリーダーを使用するには、後述するカードリーダープログラムのほかに、PC へ卓上カードリーダー

のドライバーをインストールする必要があります。以下の手順に沿って、卓上カードリーダーのドライバーを

インストールしてください。 

 

１ 「スタートアップ CD」を CD-ROM ドライブに挿入します。CD-ROM の中にある「PRG」フォルダ配下

から利用するカードリーダーに合わせた「NFCPortWithDriver.exe」をダブルクリックして実行します。 

  

※ RC-S300/S1 の場合、「CardReaderPrg」フォルダ→「FeliCaPortWithDriver_300」フォルダ 

※ RC-S380/S の場合、「CardReaderPrg」フォルダ →「FeliCaPortWithDriver_380」フォルダ  
 

 注意 
 システムを安心してお使いいただくために、PaSoRi は弊社または販売店から購入することをおすすめします。 

市販品の同じ製品をご用意いただいても動作はしますが、不具合が発生した場合はサポートおよび保証の対象外

となります。 

 スタートアップCD 付属のドライバーのインストールが完了するまで、カードリーダーを接続しないでください。

接続してしまうと自動で他のドライバーがインストールされてしまい、正常に動作しない場合があります。 

自動でドライバーがインストールされてしまった場合には、ドライバーをアンインストールしたあとにCD 付属

のドライバーをインストールしてください。 

 
 

この操作を行う場合は、「Administrator」権限（コンピューターの管理者）を持ったユーザーでWindows に 

ログインしてください。また、ログインID は半角英数字のみを利用してください。日本語文字が含まれていると 

インストールできないことがあります。 
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２ 「NFC Port Software セットアップ」画面が立ち上がります。 

画面の指示にしたがい、そのまま「次へ」をクリックしていきます。 

 

 

 

 

 

３ ドライバーのインストールが終了したら、最後に「完了」をクリック 

してインストール画面を閉じ、カードリーダーを接続してください。 

 

 

 

 

 

＜卓上カードリーダーを使えるようにする＞ 

本機能には VC++2005 ランタイムが必要です。あらかじめ、CD ドライブ内「PRG」→「その他のコンポーネント」

→「VCruntime」フォルダに移動し、「vcredist_x86.exe」を実行してインストールしてください。 

 

１ スタートプログラムの「卓上カードリーダーでカード登録できるようにする」

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

２ 右のような画面が表示されますので、画面の指示に従って

インストールします。 

 

 

 

 

３  イ ン ス ト ー ル が 終 了 す る と 、 C ド ラ イ ブ の

「SecmngPrg」フォルダに、「eS_CardReader」

という名前のフォルダが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「eS_CardReader」フォルダ内の「CardReader.exe」 

をダブルクリックするとプログラムが起動します。 
※必要に応じてデスクトップなどにショートカットを作成してください。 

 

プログラム起動中は、デスクトップの右下（インジケーター）に 

卓上カードリーダーアイコンが表示されます。 

アイコンを右クリックすると卓上カードリーダーのメニューが 

表示されますので「設定」をクリックします。 

 
※メニューの一番下にある「プログラムを終了」をクリックして終了すると 

アイコンが削除され、卓上カードリーダーでの読み取りには、再度「CardReader.exe」を実行し、再起動させる 

必要があります。特に必要な場合を除いて、「プログラムの終了」は実行せず、卓上カードリーダーは常に起動させた 

ままにしておいてください。 



 

 

32 

 

５  ログイン画面が開きます。 

  パスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。 

※ パスワードのデフォルトは「user」になっています。 

パスワードは、ログイン後の設定画面の「パスワード変更」 

ボタンから変更してください。 

 

 

６ 設定画面で、読み取るカード種別の情報を入力し、設定します。 

 

カード情報設定手順 

 

①プルダウンメニューからカード種別を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

②「設定情報」内の入力欄（テキストボックス）が有効に 

なっている場合は、そこへ必要事項を入力します。 

（選択するカード種別により異なります。） 

 

③「フォーマット情報」の入力欄（テキストボックス）が 

有効になっている場合は、カードの読み出し桁位置

を、読み出し桁数分入力します。 

（左図の場合は１桁目～16桁目までの16桁を読み出します。） 

 

④「設定」ボタンをクリックして設定します。 

 

 

※入力内容が不明な場合は販売店にお問い合わせください。 

      

「パスワード変更」ボタンをクリックすると、パスワード変更

画面が開きます。初回ログイン時に必ずパスワードを変更して

控えておき、次回以降は新しく設定したパスワードでログイン

してください。 

 

 

 

 

 

 

７ 設定が完了すると、利用者登録画面などに「カードを参照する」ボタンが表示されるようになります。 

ブラウザー画面を開いていない場合は、ブラウザーを開き、ユーザー用画面から「利用者を登録する」→ 

「利用者を新しく登録する」を選択する等で、該当の画面が表示されます。 

 

  ＜例）「利用者を登録する」画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

④ 
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８ 「カードを参照する」ボタンをクリックすると、以下のような画面が表示されますので、  

卓上カードリーダーに読み出しを行いたいカードを載せて「OK」ボタンをクリックします。  

 

 

 

 

 

 

※ この画面が表示されている間は、カードリーダーを PC の USB コネクタから外さないでください。 

外した場合、PC の再起動が必要になることがあります。 

 

９  卓上カードリーダーで読み出されたカード情報が利用者番号の枠内に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ この機能にはクリップボードを使用しているため、カード情報が正常に読み出されなかった場合は、 

直前にクリップボードに保存された内容が代わりに表示されます。正常に読み出しができない場合は、 

カードの置き方を確認し、７の操作からやり直してください。 

 

 

 

＜卓上カードリーダーを使えなくする＞ 

 

１ 「卓上カードリーダーを使えなくする」ボタンをクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

２ 右のような画面が表示されますので、画面の指示に従って、 

  卓上カードリーダー機能をアンインストールします。 

 

 

 

 

 

 

※ アンインストールをする前に、すべてのブラウザー画面を閉じてください。    
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10 データの取り込み方法について 
10.1 概要 
制御盤に各種データ（カード利用者データやスケジュール、各接続機器の設定内容など）を取り込むには 

以下の２種類の方法があります。 

 

Ａ：USB メモリから制御盤にアクセスして設定する 

・ PC と制御盤が接続していない環境でも使用できます。 

・ 鍵ファイルの入った USB メモリ（→P.29 参照）を使用し、データを取り込みます。 

※ USB メモリ内のデータは漏洩対策のため暗号化しております。 

 

 

Ｂ：ブラウザーから制御盤に直接アクセスして設定する 

・ ネットワークに接続されていて鍵ファイルがインストールされた PC（→P.27 参照）を使用します。 

・ 制御盤や接続機器の状態を確認しながら、機器制御やデータ設定が行えます。 

・ 制御盤が遠隔地や鍵のかかった場所に設置されていても操作ができます。 

         

10.2 Ａ：USB メモリから制御盤にアクセスして設定する 
USB メモリは、事前に必ずスタートプログラムの「USB メモリを id・Techno eS Plus✛本体で使えるようにする」

から鍵ファイルを登録したものを使用してください。（P.29 参照） 

 

１ 「スタートアップ CD」から、「データ登録プログラム」をインストールします。 

 

２ 「データ登録プログラム」を使用し作成したデータを、USB メモリに保存します。 

（→ 「スタートアップ CD」内、「データ登録プログラム取扱説明書」参照） 

 

３ 以下の手順に従い、USB メモリを制御盤に登録し、データを取り込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ディップスイッチを元に戻します。   

ＵＳＢ
取外

履歴

設備

日時

1

2

3

4

5

6

7

8

 
 

１ 制御盤内部のディップスイッチ DSW1 の bit8 を ON にして、 

制御盤を再起動します。（USB メモリ登録モード） 

    

 

 

 

 

 

 

２ 起動後、USB 取外 LED が緑点滅を開始します。 

USBメモリ挿入口にデータを登録したUSBメモリを差し込みます。

ピーっと鳴り USB 取外 LED が、緑点滅から緑点灯に変わります。

 
 

３ 設備 LED が緑点灯しているのを確認し、「設備」ボタンを押します。 

USB メモリ内の新しい設備データが制御盤に登録され､制御盤の 

元のデータは自動的に USB メモリにバックアップされます。 

日時ファイルを登録する場合は、同じく日時 LED が点灯中に 

日時ボタンを押して設定します。 

データ登録が終わり USB メモリを制御盤から取り外す際は、 

「USB 取外」ボタンを押してから取り外します。 

 

 

 
  

    
取外 

緑点滅 

DSW1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ON

bit8
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10.3 Ｂ：ブラウザーから制御盤に直接アクセスして設定する 
ブラウザーを使用して初期設定を行うには、「施工用画面」から操作します。 
本項ではブラウザーを使用してデータを設定する方法を記載します。データ登録プログラムを使用して設定する
ときは、P.29 を参照してください。 
 

＜事前にブラウザーを使用する PC を準備します＞ 

・ ブラウザーへ接続する PC で、「スタートプログラム」の「インターネットオプションを設定する」と 
「鍵ファイルをインストールする」を実行しておいてください。（P.27 参照） 

・ 本制御盤を LAN で接続するには「ネットワークの設定」が必要です。 
（お客様の社内ネットワークですでに固定 IP アドレスが設定されている場合は不要です。）  

  
１ 「コントロールパネル（カテゴリ表示）」から“ネットワークとインターネット”の 

「ネットワークの状態とタスクの表示」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

２ 「ネットワークと共有センター」画面内にある「イーサネット」をクリックすると、 

「イーサネットの状態」画面が開きますので、左下の「プロパティ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ イーサネットのプロパティ画面で「インターネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPv4）」 

の「プロパティ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 開いたプロパティ画面にて、以下のように入力します。（設定例） 

 

IP アドレス ： 192.168.100.1 

設定例では、本制御盤の工場出荷状態の IP アドレスに合わせて設定していますが、  

IP アドレスを変更する場合には、先頭の「192.168.100」は、本制御盤と同一の値にします。  

また、最後の「1」は、他の機器と重ならない値を設定してください。  

 

サブネットマスク ： 255.255.255.0 
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10.4 施工用画面にログイン 
※ https でログインする場合は、次のページからの注意点を参照してください。 
 

１ Microsoft Edge または GoogleChrome を起動し、 

アドレスバーに半角英数文字「http://idtechnoes」を 

入力してエンターキーを押します。 

本制御盤に接続できた場合は、ログイン画面に切り替わります。 
 

※P.26～のブラウザーの設定以降に、マスター制御盤の IP アドレスを 

変更した際は、スタートプログラムの設定を再度行ってください。 

 

9.2.3 でユーザーにてポート番号を設定した場合は、 

アドレスを入力する際、ポート番号も入力してください。 

 

 

 

 

２ ログイン画面で、「管理者名」の部分に「admin」と、「パスワード」

の部分にパスワード★を入力して「ログインする」ボタンをクリック  

します。 

認証に成功すれば、トップ画面に切替わります。 

 

★ 工場出荷状態のパスワードは「admin」になっています。 

ログイン後は、「10.5.2 パスワード変更画面」（P.40）を参照し 

初期パスワードの変更を行なってください。 

 

 

 

 

 

 

ログイン認証に失敗した場合は、「ログインに失敗しました」 

と表示されます。 

「戻る」ボタンでログイン画面に戻り、再度やりなおしてください。 

 

 

 

 

 

３ 初回ログイン時は、ポップアップがブロックされた旨の表示が 

 アドレスバーにされますので、アイコンの部分をクリックし、 

「○○のポップアップとリダイレクトを常に許可する」を選択して 

「完了」ボタンをクリックしてください。 

次にブラウザーの「更新」ボタンをクリック、または、キーボード 

の F5 キーを押すことでトップ画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 画面の縦解像度が 768 ドットの場合、画面に表示されるボタンが見切れる場合があります。 

その場合は、［設定］-［個人用設定］-［タスクバー］を開き、[デスクトップモードでタスクバーを自動的に隠す]

を ON にしてください。 
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＜https でログインする場合の注意＞  

社内 LAN 等で利用者の名前などデータを暗号化する必要がある場合には https でログインします。 

※ https での初回ログイン（あるいは IP アドレス変更後のログイン）時には、はじめに https 接続するための

準備設定が必要です。下の手順にそって設定を行ってください。 

※ ディップスイッチで「HTTP 接続を許可しない」に設定している場合は、https でのみアクセス可能です。 

（P.21 参照） 

※ https でログインすると、画面表示のスピードが遅くなることがあります。 

 

 

１ Microsoft Edge を起動して、アドレスバーに「 edge://settings/privacy 」と入力し、エンターキーを 

  押して、設定画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

２ プライバシー、検索、サービスの設定画面を 

下にスクロールして、セキュリティから、 

「証明書の管理」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 証明書の管理画面で、「インポート」をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 証明書のインポートウィザード画面で「次へ」を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下
に
ス
ク
ロ
ー
ル 
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５  スタートアップ CD 内の tool フォルダにある証明書ファイル「certificate.pem」を選択し、「次へ」ボタン

をクリックします。 

※証明書ファイルの選択画面では、ファイル種別を「すべてのファイル」に切り替えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

６  証明書ストア選択画面で配置先を「信頼されたルート証明機関」として「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  この証明書をインストールしますか？画面で、 

「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８  Windows を再起動後、WEB ブラウザーから 

「 https:// idtechnoes/ 」に接続すると、アドレス

バーに鍵マークが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

警告 

 

id・Techno eS Plus＋ の証明書はイントラネットまたは専用LAN 内で使用することを前提としているため、

認証局の認証を受けていません。よって、証明書をインストールしたPC ではインターネットにアクセスしない

でください。インターネットにアクセスする可能性のあるPC を管理PC として使用する場合はhttp を使用し、

証明書のインストールは行わないでください。 

本証明書を悪用したフィッシングサイト等による損害が発生した場合については、弊社では責任を負いかねます。 

ファイル種別 
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10.5 施工用画面説明書 
本項では、ブラウザーを使用してデータを設定する方法を記載します。 

※ データ登録プログラムを使用して設定するときは、P.29 を参照してください。 

 

ログイン後、下の「施工用画面メインメニュー」が表示されます。 

10.5.1 施工用画面メインメニュー 
 

 

 

１ → 
 
 
 
 

２ → 
 
 
 
 
 

３ → 
 
 
 

４ → 
 
 
 
 
 

５ → 
 
 
 

６ → 

 
 

   

＜設定手順＞ 

１： 工場出荷状態（初期設定）のパスワードを変更 

   ↓ 

２： 制御盤の接続設定（スレーブ制御盤の接続や、制御盤 IP アドレスの変更をする場合） 

    ↓ 

３： 日時設定（制御盤の日付、時刻の調整） 

    ↓ 

４： 制御盤のプログラムの更新（現在使用中のバージョンが最新版でない場合） 

    ↓ 

５： データ設定（機器の接続やシステム情報などの設定） 

    ↓ 

６： 試験調整用画面（接続機器の状態表示、動作確認など） 

→試験調整用画面については P.51 で説明します 
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10.5.2 パスワード変更画面 
不正なログインを防ぐため、初回ログイン時に、施工用画面のログインパスワードを工場出荷状態（admin）から

オリジナルのパスワードへ変更してください。 

 

１ 施工用画面メインメニューから、 

「パスワード変更画面を開く」ボタンを 

クリックします。 

 

 

 

 

２ 右のパスワード変更画面が開きます。 

  「パスワード」欄に新しいパスワードを入力します。 

半角の英数字が入力可能です。 

 

 

３ 確認のため、新しいパスワードを「パスワード再入力」 

欄に再入力します。「パスワード」欄に入力したものと 

１文字でも異なると設定できません。 

 

 

４ 「設定」ボタンをクリックして設定します。 

 

 

５ パスワードを設定したら、施工用メイン画面を閉じて 

新しいパスワードでログインしなおしてください。 

 

※ 施工用管理者名を変更することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 注意 

 パスワードは必ず変更してください。 

 
パスワードは、半角にて英大文字、英小文字、数字を各 1 文字以上含む、最小 8 文字、最大 16 文字

で構成してください。 

１ 

３ 

４ 

２ 
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10.5.3 制御盤の接続設定画面 
スレーブ制御盤の接続や、制御盤 IP アドレスの変更をする場合に使用します。 

施工用画面メインメニューから「制御盤の接続設定画面を開く」ボタンをクリックすると表示されます。 

 

 

アドレススイッチ [RSW1]を  

[１]に設定した制御盤  →  

マスター制御盤  

（制御盤番号 001） 

                    [２]に設定した制御盤  →  

スレーブ制御盤１ 

（制御盤番号.002） 

                        [3]に設定した制御盤  →  

               スレーブ制御盤２ 

               （制御盤番号.003） 

                       [4]に設定した制御盤  →  

スレーブ制御盤３ 

（制御盤番号.004） 

(→IP アドレスは P.19 参照) 

 

 
① マスター制御盤名称 : マスター制御盤の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で、 

すべての全角文字、半角の英数字と、一部の記号（ｶｯｺ、ﾊｲﾌﾝ、ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 
    

② マスター制御盤 IP アドレス : ※マスター制御盤の IP アドレスは常にここで変更します。 

   工場出荷状態の IP アドレス（192.168.100.100）を変更する場合、 

新しい IP アドレスを入力し接続しなおしてください。 
    

③ マスター制御盤 

サブネットマスク 

: 工場出荷状態のサブネットマスク（255.255.255.000）を変更する場合、 

新しいサブネットマスクを入力し接続しなおしてください。 
    

④ マスター制御盤 

デフォルトゲートウェイ 

: 工場出荷状態のデフォルトゲートウェイ（192.168.100.254）を変更する場合、 

新しいデフォルトゲートウェイを入力し接続しなおしてください。 
    

⑤ スレーブ制御盤 1 : スレーブ制御盤１の接続設定を行います。 

 「 使 用 有 無 」 … スレーブ制御盤１を使用する場合はチェックを入れ、 

使用しない場合はチェックを外します。 

 「 IP アドレス」 … スレーブ制御盤 1 の IP アドレスを入力し、「設定」ボタンをクリックします。 

スレーブ制御盤１のデフォルトは「192.168.100.101」になっています。 
    

⑥ スレーブ制御盤２ : スレーブ制御盤２の接続設定を行います。 

 「 使 用 有 無 」 … スレーブ制御盤２を使用する場合はチェックを入れ、 

使用しない場合はチェックを外します。 

 「 IP アドレス」 … スレーブ制御盤２の IP アドレスを入力し、「設定」ボタンをクリックします。 

スレーブ制御盤２のデフォルトは「192.168.100.102」になっています。 
    

⑦ スレーブ制御盤３ : スレーブ制御盤３の接続設定を行います。 

 「 使 用 有 無 」 … スレーブ制御盤３を使用する場合はチェックを入れ、 

使用しない場合はチェックを外します。 

 「 IP アドレス」 … スレーブ制御盤３の IP アドレスを入力し、「設定」ボタンをクリックします。 

スレーブ制御盤３のデフォルトは「192.168.100.103」になっています。 
    

⑧ スレーブ制御盤の 

詳細データ設定 

: ⑤～⑦でスレーブ制御盤を使用する設定にし、⑨「接続状態」でマスター制御盤との 

状態が「接続」になっているのを確認してから詳細を設定します。 

 「 名 称 」 … 各スレーブ制御盤の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で、 

すべての全角文字、半角の英数字と、一部の記号（ｶｯｺ、ﾊｲﾌﾝ、ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 

 「 IP アドレス」 … ※接続後のスレーブ制御盤の IP アドレスはここで変更します。 

   各スレーブ制御盤の現在の IP アドレスが表示されます。 

変更する場合は新しい IP アドレスを入力してください。 

 「サブネットマスク」 … 変更する場合は新しいサブネットマスクを入力してください。 

 「デフォルトゲートウェイ」 … 変更する場合は新しいデフォルトゲートウェイを入力してください。 
    

⑨ 接続状態 : 画面を開いた時点でのスレーブ制御盤の接続状況が表示されます。 

設定の変更を行った場合は、再度画面を開きなおして、表示を更新してください。 

 「 未 設 定 」 … 接続設定されていません。 

 「 障 害 」 … 接続設定に失敗しています。 

 「 接 続 」 … 正常に接続されています。 

   

１ 

２ 

３ 

５ 6 7 

８ 

9 

4 
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10.5.4 日時設定画面 
日時設定画面で、制御盤の日時設定を変更します。 

施工用画面メインメニューから、「日時設定画面を開く」ボタンをクリックすると画面が表示されます。 

 

 

 ※ 日時設定の方法は２通りあります。 

 

 
Ａ： 手動で設定する 

右図①「現在時刻の取得」ボタンをクリックします。 
 
  ↓ 
 
上のテキストボックスに、制御盤の現在の日時 

が表示されます。 

変更する場合は新しい時刻を直接入力し、右図② 

「日時設定」ボタンをクリックして設定します。 

 

 

Ｂ： PC の日時に合わせる 

右図③「PC 時刻の取得」ボタンをクリックします。 
 
  ↓ 
 
上部ウィンドウに PC の現在の日時が表示されます。 

（編集はできません）。 

右図④「PC の時刻に合わせる」ボタンをクリックして、 

制御盤の日時を PC の日時と合わせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

注意 

 
日時を過去に戻すと、利用者の在室場所の判定などが正確にならない場合がありますので、注意して

ください。 

 
制御盤の電源が切れても 3 日間程度は時計が動いていますが、メンテナンスなどで停電があった場合

は時計を再設定してください。 

１ ２ 

３ ４ 
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10.5.5 制御盤のプログラムバージョン確認画面 
現在使用している制御盤のプログラムのバージョンを確認します。  

データ設定を行う前に定期的に確認し、使用中のバージョンが古くなっている場合は最新のプログラム

に更新してからデータ設定を行ってください。  

 
１ 現在の制御盤のプログラムバージョンを確認する 

 

まず、施工用画面メインメニューの 

「制御盤のプログラムバージョン確認画面を開く」 

ボタンをクリックして、 

制御盤プログラムバージョン確認画面を開きます。 

現在お使いの制御盤のプログラムバージョン 

が表示されています。（正常接続中の制御盤のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ プログラムを更新する 

プログラムの更新ファイルを、制御盤にアップロード

する手順を記載します。 

 

まず、前述のプログラムバージョン確認画面にて 

「プログラムをアップデートする」ボタンをクリックし、

アップロードファイル選択画面（右図参照）を表示します。 

 

次に、ファイル選択の「ファイルを選択」ボタンをクリック

すると、ファイル選択画面が表示され、更新ファイルを選択

できます。 

更新ファイルを選択後、「アップロードする」ボタンをクリックすると、

選択したファイルが制御盤にアップロードされます。 

アップロード完了後、制御盤が再起動しますので、再起動後に再度前項②の

バージョン確認を行い、プログラムが更新されたことを確認してください。 

 

※ プログラムの更新ファイルにつきましては、販売店様経由にて弊社営業窓口にご相談ください。 

 
 

  

1 

2 

3 
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データ設定画面 

施工用画面メインメニューから「データ設定画面を開く」ボタンをクリックすると表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜データ設定画面操作方法＞ 

 

１ 画面左側のメニューから 確認したい項目を選択（クリック）します。 

 

２ 画面右側に、選択した項目のマスター制御盤（制御盤番号１）のページが表示されます。 

スレーブ制御盤のページを閲覧する場合は、該当する制御盤番号をクリックして表示させます。 

（スレーブ１→制御盤番号２ スレーブ２→制御盤番号３ スレーブ３→制御盤番号４） 

  ※ 接続されていない制御盤番号は表示されません。 

  また、 

・移動リストボックスが表示されるデバイスについては、デバイス番号をリストから選択して 

「移動」ボタンをクリックすることで対象のデバイスのページに移動します。 

 

 

 

   ・<<前へ・次へ>>が表示されるデバイスについては、クリックすることで前のデバイスまたは次のデバイス

を表示します。 

 

 

 

 

 

 

３ 各機器単位でデータを入力し、それぞれの「設定」ボタンをクリックしデータ登録してください。 

※ 複数の機器を同時に設定することはできません。 

     

1 2 3 メニュー ページ                  データ入力箇所（ブロックｘ機器数） 
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10.5.6 電気錠情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号 : 使用中の制御盤の番号が表示されています。 

クリックすると各制御盤の設定ページへ移動することができます。 

（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 

    

② 使用有無 : 使用設定の電気錠にチェックが入っています。 

新たに使用するときはチェックを忘れずに入れてください。 

チェックを外して設定すると未使用設定になります。 

    

③ 電気錠名称 : 電気錠の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で、すべての 

全角文字、半角の英数字と、一部の記号（ｶｯｺ、ﾊｲﾌﾝ、ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 

    

④ 電気錠タイプ : 各電気錠の種別を選択します。 

    

⑤ 一時解錠時間 : カード操作などにより、一時解錠した後、扉開閉がなかった場合に施錠するまでの 

時間を 0～60（秒）を 1 秒単位で設定します。 

「0」を設定した場合は電気錠が一時解錠しません。 

    

⑥ ２名照合 : ２名照合の機能有無、および機能を選択します。 

    

「２名照合」 … 解錠には常に２名の操作が必要なモードです。 
    

「２名照合 

カウント」 
… 部屋内の人数合計が２名以上になる場合は１名でも入室可能なモードです。 

    

⑦ 火災解錠 : 火災発生時に解錠するか否かの設定です。 

    

「 す る 」 … 火災発生時に電気錠を解錠します。 

避難通路や防火区画になっているところなどは「する」に設定してください。 
    

「 し な い 」 … 火災が発生しても電気錠を解錠しません。 

    

⑧ 開放放置時間 : 扉開から開放放置エラーになるまでの時間を設定します。 

0～600（秒）を 1 秒単位で設定します。 

「0」を設定した場合は開放放置エラーが発生しません。 

    

⑨ 設定ボタン : 設定した電気錠情報を反映します。 
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10.5.7 認証装置（カードリーダー）情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号 : 使用中の制御盤の番号が表示されています。 

クリックすると各制御盤の設定ページへ移動することができます。 

（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 
    

② 使用有無 : 使用設定の認証装置（カードリーダー）にチェックが入っています。 

新たに使用するときはチェックを忘れずに入れてください。 

チェックを外して設定すると未使用設定になります。 
    

③ 認証装置名称 : 認証装置（カードリーダー）の名称を設定します。 

最大全角 20 文字（半角 40 文字）で､すべての全角文字、半角の英数字と､

一部の記号（ｶｯｺ､ﾊｲﾌﾝ､ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 
    

④ 運用モード : 各認証装置（カードリーダー）の認証方法を選択します。 

 「 I D 照 合 」… カードのみで通行します。テンキーのない認証装置（カードリーダー）や 

一般的な生体認証装置はこの認証しか行えません。 

 「 暗 証 番 号 」… テンキーに入力する暗証番号で認証します。 

テンキー付認証装置（カードリーダー）でこの認証が行えます。 

 「 I D ＋ 暗 証 番 号 」… カードとテンキーによる暗証番号の両方で認証します。 

両方が一致しないと有効と判断しません。 

テンキー付認証装置（カードリーダー）でのみこの認証が行えます。 
    

⑤ アンチパスバック : 認証装置（カードリーダー）が扉の両側に付いている場合、入→出→入のように 

正しい順番で入退室操作しないとエラーが発生するように設定できます。 

 「入室側（警告のみ）」… 部屋の内側にいるべき人が使用すると履歴に警告メッセージが残ります。 

 「入室側（解錠拒否）」… 部屋の内側にいるべき人が使用すると電気錠を解錠することができません。 

 「退室側（警告のみ）」… 部屋の外側にいるべき人が使用すると履歴に警告メッセージが残ります。 

 「退室側（解錠拒否）」… 部屋の外側にいるべき人が使用すると電気錠を解錠することができません。 

 
アンチパスバック制限をするには、認証装置（カードリーダー）側での設定の他に、カードごとの 

アンチパスバック設定が必要です。（利用者データ登録時） 

「アンチパスバックなし」設定のカードは、ここでの認証装置（カードリーダー）の設定に関係なく、 

常にアンチパスバックエラーを起こさず通行可能です。 
    

⑥ フォーマット選択 : 認証装置（カードリーダー）ごとに、読み取りフォーマットを選択できます。 
    

⑦ 出退勤の管理 : 認証操作時に「出勤」または「退勤」の履歴が残るように設定できます。 

（デフォルトでは「使用しない」になっています。） 
    

⑧ 設定ボタン : 設定した認証装置（カードリーダー）情報を反映します。 
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10.5.8 警備ブロック情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号 : 使用中の制御盤の番号が表示されています。 

クリックすると各制御盤の設定ページへ移動することができます。 

（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 
    

② 警備ブロックリスト : 警備ブロックを選択して移動ボタンをクリックすると、 

対象のページへ移動します。 
    

③ 前へ・次へ : クリックすると前のページまたは次のページへ移動します。 
    

④ 使用有無 : 使用設定の警備ブロックにチェックが入っています。 

新たに使用するときはチェックを忘れずに入れてください。 

チェックを外して設定すると未使用設定になります。 
    

⑤ 警備ブロック名称 : 警備ブロックの名称を設定します。 

最大全角 20 文字（半角 40 文字）で､すべての全角文字、半角の英数字と､ 

一部の記号（ｶｯｺ､ﾊｲﾌﾝ､ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 
    

⑥ 入退館タイマー : 警戒開始操作を行ってから、実際に警戒が開始されるまでの時間（退館タイマー）と、

警戒中、侵入者を検知してから実際に発報するまでの時間（入館タイマー）を 

設定します。 

2 つのタイマーは共通であり、0～600（秒）を 1 秒単位で設定します。 

使用有無は入力情報設定画面で行います。 
    

⑦ 解錠時警戒の設定 : ブロック内の電気錠に解錠しているものがあれば警戒を許可しない設定です。 

   許可 ・・・解錠されている電気錠があっても警戒を開始します。 

   不許可・・・解錠されている電気錠があれば警戒開始エラーとします。 
    

⑧ センサー監視時間 : 未警戒中に一定時間防犯センサーが無反応だった場合、監視異常を発生させる

時間の設定です。 

0～60（分）を 1 分単位で設定します。 

「0」を設定した場合、センサー監視異常は発生しません。 

使用有無は入力情報設定画面で行います。 
    

⑨ 設定ボタン : 設定した警備ブロック情報を反映します。 
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10.5.9 入力情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号 : 使用中の制御盤の番号が表示されています。 

クリックすると各制御盤の設定ページへ移動することができます。 

（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 
    

② 入力リスト : 入力を選択して「移動」ボタンをクリックすると、対象のページへ移動します。 
    

③ 前へ・次へ : クリックすると前のページまたは次のページへ移動します。 
    

④ 使用有無 : 使用設定の入力にチェックが入っています。 

新たに使用するときはチェックを忘れずに入れてください。 

チェックを外して設定すると未使用設定になります。 
    

⑤ 入力名称 : 入力の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で､すべての 

全角文字、半角の英数字と､一部の記号（ｶｯｺ､ﾊｲﾌﾝ､ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です 
    

⑥ 種別 : 防犯回線、24Ｈセンサー、汎用入力から種別を選択します。 
    

 「 防 犯 回 線 」 … 所属する警備ブロックが警戒になったとき、ON すると発報イベントが発生します。 

 「24H センサー」 … 所属する警備ブロックの状態によらず、ON すると発報イベントが発生します。 

 「 汎 用 入 力 」 … 発報イベントが発生しないため、電気錠の解錠ボタンなど汎用的な用途に 

使用できます。 
    

⑦ 監視条件 : 入力の ON 判定の接点種別を選択します。 
    

 「a 接点」 … メイク（閉）で ON と判断 

 「b 接点」 … ブレーク（開）で ON と判断 
    

⑧ 入退館タイマー : 入退館タイマー設定時、タイマーを有効にするかどうかを入力ごとに設定できます。

時間の設定は警備ブロック情報設定画面で行います。 
    

⑨ ループ開保持時間 : ループ開状態を保持する時間を 0～600（100 ﾐﾘ秒）を 

100 ﾐﾘ秒単位で設定します。 

例）時間を「1 秒」にしたいとき 

1（秒）＝1000（1 ﾐﾘ秒）＝10（100 ﾐﾘ秒）⇒よって「10」に設定 
    

⑩ センサー感知時間 : ループ開 → センサー感知までの時間を 0～600（100 ﾐﾘ秒）間で設定します。 
    

⑪ センサー点検時間 : 警備ブロックの警戒状態に関わらず、長時間センサーに変化がないとき、 

異常と判断してセンサー点検異常を発生させる期間の設定です。 

期間 0～12(ヶ月) を 1 月単位で設定します。 

「0」を設定した場合、センサー点検異常は発生しません。 
    

⑫ センサー監視 

機能有無 

: センサー監視機能を使用するかどうかを設定します。 

時間の設定は警備ブロック情報設定画面で行います。 
    

⑬ 設定ボタン ： 設定した入力情報を反映します。 
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10.5.10  出力情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号 : 使用中の制御盤の番号が表示されています。 

クリックすると各制御盤の設定ページへ移動することができます。 

（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 
    

② 出力リスト : 出力を選択して「移動」ボタンをクリックすると、対象のページへ移動します。 
    

③ 前へ・次へ : クリックすると前のページまたは次のページへ移動します。 
    

④ 使用有無 : 使用設定の出力にチェックが入っています。 

新たに使用するときはチェックを忘れずに入れてください。 

チェックを外して設定すると未使用設定になります。 
    

⑤ 出力名称 : 出力の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で､すべての全角文字、

半角の英数字と､一部の記号（ｶｯｺ､ﾊｲﾌﾝ､ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 
    

⑥ 出力種別 : 出力の種別を選択します。 
    

 「レベル」 … ON したら OFF 制御が実行されるまで ON 状態を保持します。 

 「パルス」 … ON した後、出力時間が経過すると自動的に OFF します。 

 「トグル」 … ON 制御で ON と OFF を反転させます。 
    

⑦ 出力時間 : 種別がパルスの場合の ON 時間を設定します。0～600（秒）を 1 秒単位で 

設定します。 
    

⑧ 設定ボタン : 設定した出力情報を反映します。 

  
10.5.11 部屋情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号 : 使用中の制御盤の番号が表示されています。 

クリックすると各制御盤の設定ページへ移動することができます。 

（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 
    

② 使用有無 : 使用設定の部屋にチェックが入っています。 

新たに使用するときはチェックを忘れずに入れてください。 

チェックを外して設定すると未使用設定になります。 
    

③ 部屋名称 : 部屋の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で､すべての全角文字、

半角の英数字と､一部の記号（ｶｯｺ､ﾊｲﾌﾝ､ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 
    

④ 滞在期限時刻 : この時刻になったとき部屋に人がいると滞在時刻オーバーの警報が発生します。 
    

⑤ 滞在可能時間 : 入室後、この時間以上滞在した人がいると滞在時間オーバーの警報が発生します。 

0～600（分）を 1 分単位で設定します。 
    

⑥ 設定ボタン : 設定した部屋情報を反映します。 
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10.5.12 システム情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① カード桁数 : 各項目におけるカード読み出し桁数を指定します。 
    

 「 会 社 コ ー ド 」 … 会社コードの桁数を指定します。使用しない場合は 0 を入力します。（0～6） 

 「事業所コード」 … 事業所コードの桁数を指定します。使用しない場合は 0 を入力します。（0～6） 

 「 部 署 コ ー ド 」 … 部署コードの桁数を指定します。使用しない場合は 0 を入力します。（0～6） 

 「 利 用 者 番 号 」 … 利用者番号の桁数を指定します。（1～16） 

 「 発 行 回 数 」 … 発行回数の桁数を指定します。使用しない場合は 0 を入力します。（0～2） 

 「 暗 証 番 号 」 … 暗証番号の桁数を指定します。使用しない場合は 0 を入力します。（0～6） 
    

② カード桁位置 : 「フォーマット選択」からフォーマットを選択したあとに、 

各項目におけるカード読み出し桁位置を指定します。 
    

③ 曜日設定 : 基本の週間スケジュールを設定します。曜日ごとに日種別を選択し、設定します。 
    

④ アンチパスバック 

強制クリア時刻 

: 指定した時刻に全利用者のアンチパスバック状態をクリアし、アンチパスバックエラー

が発生しないようにします。 
    

⑤ 強制施錠時刻 : 指定した時刻に電気錠を強制的に施錠します。 
    

⑥ 電気錠 

制御テーブル 

: 各電気錠種別別に「有効→入退室自動変換」設定（扉開閉がなくても、有効カードを

かざしたことで入退室と判定する設定）の使用有無を選択します。 
    

 「 な し 」 … 有効カード操作後の扉開で入退室と判定【出荷時設定（自動ドア以外）】 

 「 あ り 」 … 有効カード操作で即座に入退室と判定 

 

※各設定値を入力または、選択した後に各設定欄の右側にある[設定]ボタンをクリックして、 

設定値を反映してください。 
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11 動作確認 
制御盤に設定したデータの内容が有効になっているか、実際に試験を行ないます。 

11.1 試験調整用画面 
ブラウザーの施工用メインメニュー（P.39 参照）から試験調整用画面を開くと、使用設定にした各機器の

状態確認と、制御が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 画面左側のメニューから 項目を選択（クリック）します。 

 

２ 画面右側に、選択した項目のマスター制御盤（制御盤番号１）のページが表示されます。 

スレーブ制御盤のページをみる場合は、該当する制御盤番号をクリックして表示させます。 

（スレーブ１→制御盤番号２ スレーブ２→制御盤番号３ スレーブ３→制御盤番号４） 

 また、移動リストボックスが表示されるデバイスについては、デバイス番号をリストから選択して 

「移動」ボタンをクリックすることで対象のデバイスのページに移動します。 

※ 設定されていない制御盤、通信障害の制御盤の番号は表示されません。 

※ AND ユニット状態、OR ユニット状態の画面は、１つの制御盤あたり複数のページが存在します。 

 

３ 「更新」ボタンをクリックすると、画面表示が最新の状態に更新されます。 

 

４ 電気錠 / 認証装置（カードリーダー） / 警備ブロック / 入力 / 出力 の各画面については、 

使用設定になっている機器のみ表示されるようになっています。 

  また、<<前へ・次へ>>が表示されるデバイスについては、クリックすることで前のデバイス、または 

次のデバイスを表示します。 

各種制御ボタンをクリックし、機器の制御を行います。状態の表示が変わるのを確認します。 

 

５ 「履歴をみる」ボタンをクリックして履歴を確認します。制御した内容の履歴が残っていることを確認してく

ださい。 

 

６ 「再起動・SRAM クリア」ボタンは、制御盤の再起動など、メンテナンス用の画面を開きます。 
 

 

制御ができなかったりエラーになる場合は、データ設定内容や機器の接続を再度確かめてください。 

ご不明な点は販売店までお問い合わせください。  
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11.1.1 電気錠画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号 : 電気錠番号が表示されます。未使用設定の電気錠は表示されません。 
    

② 電気錠名称 : データ設定画面で設定した電気錠名称が表示されます。 
    

③ 状態＜鍵＞ : 施解錠状態が表示されます。 
    

④ 状態＜扉＞ : 扉の開閉状態が表示されます。 
    

⑤ こじ開け : 施錠中に扉が無理に開けられるとこじ開けエラーが発生します。  

「復旧」ボタンをクリックすると復旧します。 
    

⑥ 開放放置 : 扉を開けてから、データ設定画面で設定した「開放放置時間」（P.45）が経過すると 

開放放置エラーが発生します。「復旧」ボタンをクリックすると復旧します。 
    

⑦ 施錠エラー : 施錠に失敗すると（扉開状態など）、施錠エラーが発生します。 

「復旧」ボタンをクリックすると復旧します。 
    

⑧ 解錠エラー : 解錠に失敗すると、解錠エラーが発生します。 

「復旧」ボタンをクリックすると復旧します。 
    

⑨ 制御 : 各ボタンをクリックし、施解錠制御を行います。 
    

 「一時解錠」 … 電気錠を一時解錠します。データ設定画面で設定した「一時解錠時間」(P.45)が 

経過すると自動的に施錠されます。 

 「連続解錠」 … 電気錠を解錠し、解錠状態を維持します。 

連続解錠中に扉開閉があっても施錠されません。 

 「 施 錠 」 … 電気錠を施錠します。 

   

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

２ 

３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ 

1 
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11.1.2 認証装置（カードリーダー）画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号 : 認証装置（カードリーダー）番号が表示されます。 

未使用設定の認証装置（カードリーダー）は表示されません。 
    

② 認証装置名称  : データ設定画面で設定した認証装置（カードリーダー）名称が表示されます。 
    

③ 伝送障害 : 制御盤と認証装置（カードリーダー）間の通信状態に異常があると伝送障害が 

発生します。認証装置（カードリーダー）が正しく接続されると復旧します。 

（「更新」ボタンをクリックし確認） 
    

④ タンパー : 使用中の認証装置（カードリーダー）のカバーがこじ開けられるとタンパー異常が

発生します。認証装置（カードリーダー）のカバーをしっかり閉めると復旧します。

（「更新」ボタンをクリックし確認） 
    

⑤ マスク状態 : 認証装置（カードリーダー）の使用可否状態を表示します。 

「マスク中」の場合は使用禁止設定になっています。 
    

⑥ マスク制御 : 認証装置（カードリーダー）の使用可否の制御を行います。 
    

 「 設 定 」 … 認証装置（カードリーダー）にマスク状態（使用禁止状態）にします。 

 「 解 除 」 … 認証装置（カードリーダー）のマスク状態を解除します。 
    

⑦ 認証レベル : 設定されている認証レベルを表示します。 
    

⑧ レベル切替え : 組織コードのみで認証を行う共通認証モードを使用する場合のデフォルト値を 

選択します。共通認証を使用しない場合は個人認証を選択してください。 
    

「 個 人 認 証 」 … 登録されたすべてのコードで認証を行います。 

「共通認証レベル１」 … 会社コードで認証を行います。 

「共通認証レベル２」 … 会社コード＋事業所コードで認証を行います。 

「共通認証レベル３」 … 会社コード＋事業所コード＋部署コードで認証を行います。 

 

   

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 
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11.1.3 警備ブロック画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

① 番号 : 警備ブロック番号が表示されます。未使用設定の警備ブロックは表示されません。 
    

② 警備ブロック名称 : データ設定画面で設定した警備ブロック名称が表示されます。 
    

③ 警戒状態 : 現在の警備ブロックの警戒状態が表示されます。 
    

④ ループ : ループが「異常」の場合は、防犯センサーが異常を検知している状態であり、 

警戒が開始できません。 
    

⑤ 警報 : 警報発生の有無を表示します。 
    

⑥ 制御切替 : 「警戒開始」、「警戒解除」、「巡回開始」、「巡回終了」の制御を行います。 

制御内容を選択し、「変更」ボタンをクリックして実行します。 
    

⑦ 警戒開始エラー : ループ異常（戸締り異常）状態で強制的に警戒が開始できなかった場合に、 

警戒開始エラーが発生します。「復旧」ボタンをクリックすると復旧します。 
    

⑧ 不良退館 : 退館タイマー（P.47）起動中にセンサーがループ異常（戸締り異常）を検知した場合、 

ループ異常（戸締り異常）状態で強制的に警戒開始した場合、不良退館エラーが発生します。

「復旧」ボタンをクリックすると復旧します。 

１ ２ ３ 
４ ５ ６ ７ ８ 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 



 

 

55 

11.1.4 入力画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

① 番号 : 入力番号が表示されます。未使用設定の入力は表示されません。 
    

② 入力名称 : データ設定画面で設定した入力名称が表示されます。 
    

③ 入力状態 : 入力が ON 状態になると「異常」が表示されます。 
    

④ シャント 

設定切替 

: シャント ON/OFF の状態表示と、ON/OFF 切替制御を行います。 

シャントを ON に設定すると、防犯センサー、汎用入力の変化を無視します。 

「設定」をクリックするとシャント ON、 

「解除」をクリックするとシャント OFF になります。 
    

⑤ 監視異常 : 未警戒中に一定時間防犯センサーが無反応だった場合監視異常が発生します。 

センサー監視機能有無は、データ設定画面の入力情報設定画面（P.48）で、監視異常発生 

までの時間は、警備ブロック情報設定画面の「センサー監視時間」（P.47）で設定します。

「復旧」ボタンをクリックすると復旧します。 
    

⑥ 点検異常 : 警戒状態に関わらず、一定期間防犯センサーなどの防犯機器に変化がないときに点検異常 

が発生します。センサー点検機能有無と、異常と判定するまでの期間は、データ設定画面 

の「センサー点検時間」（P.48）で設定します。 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 
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11.1.5 出力画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号         ：  出力番号が表示されます。未使用設定の出力は表示されません。 

 

② 出力名称       ：  データ設定画面で設定した出力名称が表示されます。 

 

③ 出力状態        ： 出力の ON/OFF 状態が表示されます。 

 

④ ON/OFF 制御  ： 「ON」または「OFF」ボタンをクリックすることにより、出力状態の 

ON/OFF を切り替えます。 

 

 

 

 

11.1.6 盤間連動ステータス＜連動元＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号 ：  盤間連動スイッチは連動先の制御盤ごとに表示が分かれており、 

それぞれに 128 個ずつスイッチが用意されています。 

 

② 状態 ：  スイッチごとの ON/OFF 状態を表示します。 

 

③ 制御 ：  ボタンをクリックし、スイッチの ON/OFF を制御します。 

 

 

 

11.1.7 盤間連動ステータス＜連動先＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号  ：  他の制御盤からの連動先となる場合の 128 個のスイッチが用意されています。 

 

② 状態  ：  スイッチごとの ON/OFF 状態を表示します。 

  

１ 

２ 

３ 

１ ２ ３ ４ 

１ 

２ 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 
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11.1.8 ＡＮＤユニット状態 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

① 制御盤番号 

（ユニット番号） 

: 16 ユニット（1 制御盤あたり）を４ページに分けて表示します。 

( )内の数字がユニット番号を表しています。 
    

② ユニット : AND ユニット番号です。 
    

③ ON/OFF : AND ユニットの ON/OFF 状態を表示します。 
    

④ ビット : 1 ユニットあたり 16 ビットあります。 
    

⑤ 状態 : ビットごとの ON/OFF 状態を表示します。 

使用しないビットは「未使用」が表示されます。 
    

⑥ 制御 : ビットごとに ON/OFF の制御を行います。 

使用中のビットがすべて ON になると、そのユニットが ON 状態になります。 

１ 

４ ５ ６ ２ ３ 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 
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11.1.9 ＯＲユニット状態 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
11.1.10  タイマー 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号   ：  １制御盤につき 16 個までタイマーを設定することができます。 

 

② 制御   ：  ボタンをクリックし、タイマーの起動/クリアを制御します。 

 

 

① 制御盤番号 

（ユニット番号） 

: 16 ユニット（１制御盤あたり）を 2 ページに分けて表示します。 

( )内の数字がユニット番号を表しています。 
    

② ユニット : OR ユニット番号です。 
    

③ ON/OFF : OR ユニットの ON/OFF 状態を表示します。 
    

④ ビット : 1 ユニットあたり 16 ビットあります。 
    

⑤ 状態 : ビットごとの ON/OFF 状態を表示します。 
    

⑥ 制御 : ビットごとに ON/OFF の制御を行います。 

どれか一個でもビットが ON になればユニットが ON 状態になります。 

１ 

４ ５ ６ ３ ２ 

    
  

１ ２ 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 
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11.1.11 履歴画面 
  履歴画面を開くには、試験調整用画面メニューの「履歴をみる」ボタンをクリックします。 

     「履歴をみる」画面が別画面で開き、最新の履歴 100 件までが表示されます。 

発生した履歴に対して、発生日時/場所（機器名称）/状況（発生イベント）などを表示します。

動作確認を行う際は、必ず制御内容や状態の変化が履歴として出力されているか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 更新する   ：  最新の履歴を取得するためにはこのボタンをクリックします。 

 

② CSV 出力   ：  表示している全履歴を、CSV 形式のファイルで出力します。 

履歴を CSV ファイルで保存する場合の手順は次のとおりです。 

 

 

 

１ 「CSV 出力」ボタンをクリックすると右のような 

ウィンドウが開きます。「ダウンロード」ボタンを 

クリックします。 

中止する場合は「閉じる」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

２ 「ファイルのダウンロード」画面が開きます。 

ファイルが表示されるので、表示されたファイルを 

クリックするとファイルが開きます。 

中止する場合は「x」をクリックしてください。 
 
※ファイルの保存先は、使用するブラウザーの 

ダウンロード先に設定された場所になります。 

（例）C:Users\（ユーザー名）\Downloads 等 
 

※ファイルの保存先にすでに同じ名称のファイルが 

保存されている場合は、ファイル名に「（数字）」が 

付与されます。（上書きはされません） 

 

   

１ ２ 
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11.1.12 メンテナンス・保守用画面 
メンテナンス・保守画面を開くには、試験調整用画面メニューの「再起動・SRAM クリア」ボタンをクリックします。 

 

 

  ＜使用方法＞ 

１ まず左側のプルダウンメニューでその制御の対象となる制御盤を選択します。 

  接続されていない制御盤は表示されません。 

２ 右側にある、制御実行ボタンをクリックして制御を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 再起動 : 選択した制御盤を再起動します。全制御盤を選択すると、プルダウンメニューに 

リスト表示されているすべての制御盤を一斉に再起動することができます。 

    

② SRAM クリア : 制御盤の各種状態を保存しているメモリのクリアを行います。 

制御実行すると電気錠をはじめ、機器の状態が初期状態に戻ります。 

（在室情報、利用者のアンチパスバック属性もクリアされます。） 

全制御盤を選択すると、プルダウンメニューにリスト表示されているすべての 

制御盤の SRAM を一斉にクリアすることができます。 

SRAM クリアを実行すると制御盤の再起動が行われます。 

    

③ ログファイルの 

ダウンロード 

: 各制御盤のログ（CSV ファイル）をダウンロードできます。 

制御実行するとダウンロード確認画面が開き、指定した場所にログを保存すること 

ができます。 

ログファイルは制御盤内のファイルオープンエラー時に記録されます。 

運用中に制御盤に異常が発生した場合は、ログファイルをダウンロードしてください。 

    

 

   

    

１ 

2 

３ 
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11.2 動作確認項目・確認方法 
主に試験調整用画面と認証装置（カードリーダー）を使用して動作確認を行います。 

 

動作確認用に、利用者登録されたカードを用意する必要があります。以下の方法で登録を行ってください。 

１ ブラウザーのログイン画面（P.36 参照）で管理者名とパスワードに「user」と入力し、一般ユーザー用画面

にログインします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「利用者を登録する」ボタンをクリック⇒「利用者を新しく登録する」画面を開きます。 

 

３ 任意の名前と、利用者番号、必要に応じて発行回数を入力します。（タイムコントロールの利用者制限の試験

をする場合は「高度な設定」をクリックしてタイムテーブルを選択します。） 

「登録する」ボタンをクリックして登録します。 

 

※ 利用者番号、発行回数が不明な場合は、登録前に認証装置（カードリーダー）にカードをかざし「未登録」の

履歴を発生させて確認してください。 

※ 動作確認終了後は、「利用者を登録する」⇒「利用者を削除する」画面からカード情報を削除してください。 
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次に、P.36「10.4 施工用画面にログイン」および、P.51「11.1 試験調整用画面」の項を参照し、 

試験調整用画面を開き、以下の項目より設定した内容ごとに試験を選択して実施してください。 

火災入力の設定（火災信号をネットワーク経由で他の制御盤に通知する/しない） チェック

通知する場合
1

マスター制御盤の火災入力をON（クローズ）にすると、
全制御盤の電気錠が一斉解錠すること

（出荷時状態）
2

マスター制御盤の火災入力をOFF（オープン）にすると、
全制御盤の電気錠が施錠すること

1
各制御盤の火災入力をON（クローズ）にすると、
その制御盤に接続された電気錠のみ一斉解錠すること

2
各制御盤の火災入力をOFF（オープン）にすると、
その制御盤に接続された電気錠が施錠すること

以下の入力オプションを設定している場合 チェック

1 入力ON（クローズ）で電気錠が一時解錠すること

2 扉を閉めると電気錠が施錠されること

1 入力ON（クローズ）で電気錠が連続解錠状態になること

2 入力OFF（オープン）で電気錠が施錠されること

1
入力ON（クローズ）でカードリーダーがマスク状態
（状態表示は各カードリーダーに依る）になること

2 入力OFF（オープン）でマスクが解除されること

以下の出力オプションを設定している場合 チェック

開放放置出力 1
対象となる電気錠で開放放置が発生すると、設定した出力が
ON（クローズ）になること

1
対象となる電気錠が解錠すると、設定した出力が
ON（クローズ）になること

2 施錠すると、設定した出力がOFF（オープン）になること

1
対象となる電気錠の扉を開くと、設定した出力が
ON（クローズ）になること

2 扉を閉めると、設定した出力がOFF（オープン）になること

こじ開け出力 1
対象となる電気錠でこじ開け（正常中に扉開閉信号RSWをオープン
にする）が発生すると、設定した出力がON（クローズ）になること

1
対象となる電気錠が属している警備ブロックで発報が起きると
ON（クローズ）になること

2 発報が復旧するとOFF（オープン）になること

1
対象となる電気錠が属している警備ブロックが警戒状態になると
ON（クローズ）になること

2 警戒解除されるとOFF（オープン）になること

以下のタイムコントロールを使用する場合 チェック

1 ON時間に対象となる電気錠が連続解錠状態になること

2 OFF時間に施錠されること

1 ON時間に対象となる警備ブロックが警備状態になること

2 OFF時間に施錠されること時間に警戒が解除されること

1
ON時間のみ対象となる利用者のカード操作が無効となり、
「時間制限エラー」の履歴が発生すること

2 OFF時間にカードをかざすと電気錠が一時解錠すること

その他機器制御 1 ON/OFF時間に所定の動作の切替を行うこと

発報出力

警戒出力

利用者制限

警備の切替

電気錠解錠時間

扉開閉出力

通知しない場合

一時解錠ボタン

施解錠ボタン

リーダーマスク

施解錠出力

 
 

 

※ データ設定時に入力論理（a 接点/ｂ接点）を逆にして設定した場合は、オープンとクローズが逆になります。 

 

※ 正しく動作しない場合は設定したデータや配線状態を再確認してください。（巻末のトラブルシューティング

も参考にしてください。）ご不明な点は販売店にお問い合わせください。   
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12 お客様 PC のセットアップ 
データを取り込み、動作確認に成功したら、お客様側の環境をセッティングします。 

お客様の運用方法に合ったセットアップを行います。 

 

Ａ：お客様が USB メモリによる運用を希望する場合 

 

１ お客様 PC で「スタートプログラム」を起動し、USB メモリの認証や各種プログラムのインストールを 

行います。→P.29 参照 

 

２ 「データ登録プログラム」で利用者情報の登録、連動データの設定、スケジュールの設定などを行い、 

実際に運用が開始できるよう準備をします。 

（実際に利用者登録したカードを使って動作確認を行ってください。） 

 

３ 「スタートプログラム」から以下のマニュアルをプリントアウトしてお客様にお渡しし、説明を行ってください。 

・ 管理マニュアル（USB メモリからの操作編） 

・ データ登録プログラム取扱説明書 

・ 履歴管理プログラム取扱説明書 

・ カード操作マニュアル 

 

Ｂ：お客様がブラウザーによる運用を希望する場合 

 

１ お客様 PC で「スタートプログラム」を起動し、鍵ファイルのインストールやブラウザーの設定を行います。

→P.26 参照 

またお客様の必要に応じて「履歴管理プログラム」「データ登録プログラム」のインストールを行います。 

→P.29 参照 

 

２ お客様 PC のネットワーク設定を行います。 → P.35 参照 

 

３ ブラウザーのユーザー画面にログインします。 

ID ： user 

パスワード ： user 

（工場出荷状態） 

※ 施工用画面とはログイン ID、パスワードが異なりますのでご注意ください。 

 

４ 利用者情報の登録、連動データの設定（CSV ファイル）、スケジュールの設定などを行い、実際に運用が 

開始できるよう準備をします。（実際に利用者登録したカードを使って動作確認を行ってください。） 

 

５ 「スタートプログラム」から以下のマニュアルをプリントアウトしてお客様にお渡しし、説明を行ってください。 

・  ブラウザー画面取扱説明書 

・ カード操作マニュアル 

必要に応じて→    ・ （データ登録プログラム取扱説明書） 

・ （履歴管理プログラム取扱説明書） 
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12.1 MAC アドレスの算出方法 
お客様のネットワークなどに制御盤を参入させる場合、MAC アドレスの提出を求められることがあります。 

MAC アドレスは、以下の 2 つの方法の内、いずれかの方法にて算出してください。 

 

[MAC アドレスのシールを確認する] 
 

MAC アドレスは、扉裏側の MCPU ボードの左下エリアに 

貼付されたシール記載の 6 桁の英数字の前に『00:0A:A6』 

（固定値）をつけた値となります。 

 

右図の値を例にすると、MAC アドレスは、 

００：０A：A6：０A：０B：０C 

 

 

となります。 

 

 

 

[ブラウザー ログイン画面で確認する] 
 

以下のブラウザー ログイン画面左下に表示される値となります。 

 

 

 

MAC アドレスは、表示通り 

００：０A：A6：０A：０B：０C 

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

13 部品交換について 
13.1 ヒューズ交換 
付属のヒューズクリップを使ってヒューズを抜き差しします。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 注意 
 ヒューズの抜き差しは電源を切ってから行ってください。 

 表示と違うヒューズを取り付けないでください。 

固定値 

00:0a:a6:0a:0b:0c 

 

 

ヒューズを交換する際は、ヒューズカバーを外して 

ください。 

また、その際、稀にヒューズが一緒に外れてしまう 

ことがあります。 

ヒューズ交換の際にヒューズが見つからない場合は、 

ヒューズカバーの中も確認してください。 

ヒューズカバー 



 

 

65 

13.2 スイッチング電源（定期交換部品）の交換（24Ｖ、12Ｖ） 
※ スイッチング電源の寿命は 7 年です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 交換作業の前に小扉内の電源ボタンにより電源を OFF してください（→P.23 参照）。 

 

２ 盤内の主電源スイッチを OFF し、電源供給元のブレーカーを切ってください。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
  
 

３ スイッチング電源の左右に接続されているコネクタをそれぞれ外します。 
コネクタの側面にあるつまみの上部を押さえながら引き抜いてください。 

 
 
 
 
 
 
 

 
   ４ 制御盤から交換する電源を外します。 

プラスドライバーで四隅のネジを外し、電源を取り外してください。 
 

 
   ５ 新しい電源の四隅をプラスドライバーでネジ留めし、左右のコネクタを接続します。 

左右の向きは、取り外す前と同じ向きとなる様に電源を設置してください。 
 

 
ブレーカーおよび主電源スイッチを ON にし、制御盤が正常に立ち上がることを確認してください。 
（→P.23 ７．電源 ON/OFF 方法を参照）   

警告 

 

制御盤の主電源スイッチをOFFにしても、AC端子にはAC100Vが印加されています。
必ず供給元のブレーカーを切り、電圧が供給されていないことをテスターなどで確認 
してください。 

このつまみを押さえながら引き抜きます 
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14 メンテナンス方法、清掃方法 
 
 
・メンテナンスについて 

本製品は、制御盤に設定されたデータに基づいて動作しており、点検ではこのデータ  

に基づいて正常に動作していることを確認します。 

制御盤に設定されたデータの内容は、USB メモリでデータをバックアップするか、 

PC を接続することにより確認することができます。また、本製品の動作は、盤面/盤内

の動作表示 LED で確認することができます。 

 

・清掃について 

制御盤の筐体の清掃は、水に浸して固く絞った布で拭き取ってください。 

また、洗剤は使用しないでください。 
  

 
 

 

・点検項目例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※カードリーダーの LED 表示については、製品付属の取扱説明書に記載の動作となる様、ご確認ください。 

 

 

 

 

 

 注意 

 機器の清掃に洗剤の使用は避けてください。筐体表面や印刷を侵すおそれがあります。 

点検基準 点検手法 判定方法

1 外観チェック 外観上、損傷等が無いことを確認する 目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

周囲に障害物などが無いことを確認する 目視
周囲に操作の支障になる障害物やノイズ源となりえる大型の
設備機器等が無いこと

外部清掃がされていることを確認する 目視 著しい汚れが無いこと

付属品 管ヒューズの確認（8A×２） 目視

本数チェック
※不足時は補充してください
※ヒューズカバーを外す際に、稀にヒューズが一緒に外れて
　しまうことがあります。その場合はヒューズカバーの中も
　確認してください。

2 AC100V電源 電圧が規定値以内であることを確認する テスター AC100V ± 10%

3 カードリーダー用電源 電圧が規定値以内であることを確認する テスター DC13V ± 1V

4 防犯センサー用電源 電圧が規定値以内であることを確認する テスター DC13V ± 1V

5 コネクタ
各基板に接続されているコネクタに
緩みが無いことを確認する

触手 コネクタに緩みが無いこと

6 SDカード 確実に装着されていることを確認する 触手 装着に緩みが無いこと

7 結線試験
端子の緩み、脱落、損傷等が無いこと
を確認する

ドライバー等 端子の緩み、脱落、損傷等が無いこと

8 電源LED
盤面の電源LEDが緑点灯していること
を確認する

目視 点灯していること

9 データ・状態の確認
ブラウザーで施工用画面を開いて
データの確認を行なう

PC操作

①制御盤が複数台ある場合、
   制御盤間の通信状態が正常となっていること
②試験調整用画面にて、電気錠、認証装置の
   エラーが発生していないこと
③日時が著しくずれていないこと

点検基準 点検手法 判定方法

1 建て付け
各扉の開閉がスムーズに行えること
を確認する

手操作 扉の開閉がスムーズに行えること

チリ寸法が6mm以下であること
を確認する

ノギス
定規

チリ寸法が6mm以下であり、各種操作が正常に行われること

点検基準 点検手法 判定方法

1 外観チェック
外観上変形、損傷などが無いこと
を確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

周囲に障害物等が無いことを確認する 目視
周囲に操作の支障になる障害物やノイズ源となりえる大型の
設備機器等が無いこと

外部清掃がされていることを確認する 目視 著しい汚れが無いこと

2 LED表示※ カード読取時の表示を確認する カード操作
通常運用時は「読取」LEDが消灯、
カード読取OK時は「読取」LEDが点灯すること

電気錠解錠時の表示を確認する カード操作
電気錠施錠時は「解錠」LEDが消灯、
解錠時は「解錠」LEDが点灯すること

点検項目

制御盤本体

点検項目

扉

点検項目

カードリーダー
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点検基準 点検手法 判定方法

1 外観チェック
外観上変形、損傷等が無いこと
を確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

検知エリア内に熱源が無いこと
を確認する

目視 検知エリアにFAXなどの熱源となりえる機器が無いこと

2 動作
検知エリアに人が入ったときの
信号を確認する

目視
検知エリアに人が入ったときに制御盤端子でループ開信号
が確認できること

3 電圧チェック
電源投入時、電圧が規定値以内
であることを確認する

テスター DC13V ± 1V

点検基準 点検手法 判定方法

1 外観チェック
外観上変形、損傷等が無いこと
を確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

2 動作
赤外線光軸を遮断した際の信号
を確認する

手操作
テスター

赤外線光軸を遮断したときに制御盤端子でループ開信号
が確認できること

3 電圧チェック
電源投入時、電圧が規定値以内
であることを確認する

テスター DC13V ± 1V

点検基準 点検手法 判定方法

1 外観チェック
外観上変形、損傷等が無いこと
を確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

2 動作
扉を開いた際の警報信号
を確認する

テスター
扉を開けたときに制御盤端子でループ開信号
が確認できること

点検基準 点検手法 判定方法

1 外観チェック
外観上変形、損傷等が無いこと
を確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

2 動作
釦を押した際に電気錠が
解錠するか確認する

手操作 釦を押したときに電気錠が解錠できること

点検基準 点検手法 判定方法

1 外観チェック
外観上変形、損傷等が無いこと
を確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

2 動作
振動を与えた際の警報信号
を確認する

手操作
テスター

振動を与えたときに制御盤端子でループ開信号
が確認できること

解錠押釦（接続されている場合）

点検項目

ガラスセンサー（接続されている場合）

点検項目

空間センサー（接続されている場合）

点検項目

赤外線センサー（接続されている場合）

点検項目

マグネットスイッチ（接続されている場合）

点検項目
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15 施工トラブルシューティング（Ｑ＆Ａ） 
お客様との打ち合わせフェーズ 

分類 内容 対応方法 

カード お客様が使いたいカードが読み取れ

るかどうかわからない 

① FeliCa の標準カード、FeliCa の IDm、Edy、MIFARE の UID の場合 

⇒NHF、NHH、NHJシリーズの認証装置（カードリーダー）を接続し、 

ディップスイッチの設定をすれば読むことができます。 

 

② それ以外のカード（FeliCa、MIFARE のお客様指定カード）の場合 

⇒認証装置（カードリーダー）ごとの規格対応表を参照し、お客様の 

カードの規格に合致した認証装置（カードリーダー）が存在するか 

確認してください。 

読み取りの可否、設定方法は販売店にご相談ください。 

 

ネットワーク ブラウザーPC として OA 用の 

PC を使用できるか？ 

 

お客様の OA 用の PC を使用する場合、以下の制限事項があります。 

・ ブラウザーの設定変更を行う必要がある。 

※ブラウザーの設定内容については P.26 を参照してください。 

 

・ 複数 PC での監視はできない。 

※社内 LAN で通信する場合の条件については、販売店に 

お問い合わせください。 

 

VPN や専用線を使用して 

遠隔地から制御盤を監視できるか？ 

ネットワークの条件を満たしていれば遠隔監視が可能です。 

条件については、販売店にお問い合わせください。 

 

工事・試験調整フェーズ 

分類 内容 対応方法 

制御盤 ブザーが鳴りやまない ① 盤本体のブザーが鳴動し鳴りやまない 

⇒ SD カードが正しく取り付けられているか確認してください。 

 

動作中に SD カードを取り外しますと、盤本体ブザーが 

鳴 動 し ま す 。 

鳴動を停止するには、盤の電源を一旦 OFF にしたあとに、 

SD カードをセットしなおして、電源を再投入してください。 

ブザーは電源を OFF にした（シャットダウンボタンを押した） 

タイミングで停止します。 

 

また SD カードをセットせずに盤の電源を投入した場合、 

電源投入後 、約 4 0 秒経過後 にブザーが鳴動します 。 

その際、シャットダウンボタンは効かないため、鳴動を停止する 

には、主電源を OFF にしてください。（P.23 参照） 

SD カードをセットしなおして、電源を再投入してください。 

ブザーは主電源を OFF にしたタイミングで停止します。 

 

尚、SD カードをセットしないで盤の電源を投入し、 

放置いたしますと、下記の動作を繰り返します。 

 

(1)電源投入 

↓約 40 秒 

(2)ブザー鳴動 

↓約 1 分 

(3)再起動(ブザー鳴動継続) 

↓約 1 分 40 秒 

(4)再起動(ブザー鳴動継続) 

↓約 1 分 40 秒 

以後繰り返し 
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分類 内容 対応方法 

制御盤 電源が入らない 

 

① 操作部の電源ボタンを押しても電源 LED が点灯しない。 

⇒制御盤の扉を開け、主電源（⇒P.12 内観図の②）を ON に 

してください。 

 

② 主電源を ON にしても電源 LED が点灯しない。 

⇒ヒューズが切れていないか確認し、切れている場合は 

交換してください。 

⇒制御盤アドレス（⇒P.19 参照）が 01～04 の設定に 

なっていることを確認してください。 

01～04 以外の設定になっている場合、大規模モードに 

接続不可の設定（P.21 参照）になっていると、正常に 

起動しません。 

⇒基板、SD カードが故障している可能性があります。 

販売店にご相談ください。 

 

ブラウザー ブラウザーから制御盤に接続できない ① ログイン画面に移行せずブラウザーのエラーメッセージが 

表示される。制御盤に ping コマンドを送っても返答がない。 

⇒ネットワークが接続されていない可能性があります。 

各機器のリンク灯を確認してください。 

・PC のリンク灯が消灯している場合 

PC に LAN ケーブルが接続されているか確認してください。 

・HUB のリンク灯が消灯している場合 

HUB に LAN ケーブルが接続されているか確認してください。 

HUB に電源が供給されているか確認してください。 

・制御盤のリンク灯が消灯している場合 

制御盤に LAN ケーブルが接続されているか確認してください。

HUB やPC のネットワーク通信速度の設定が100Mbps、 

または、自動ネゴシエーションになっているか確認してください。 

 

=確認方法= 

デ バ イ ス マ ネ ー ジ ャ ー  →  ネ ッ ト ワ ー ク ア ダ プ タ ー 

 →  使用しているアダプターのプロパティを選択し、 

「詳細設定タブ」の「速度とデュプレックスの設定」 

が 100Mbsp または自動ネゴシエーションになっている 

ことを確認する。 

HUB の設定方法は HUB の取扱説明書を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒制御盤と PC の IP アドレスが正しく設定されていない 

可能性があります。IP アドレスの設定を確認してください。

制御盤の IP アドレスが分からない場合は工場出荷状態に

戻してください。（P.18 参照） 

⇒それでも復旧しない場合は一度制御盤の電源を OFF し、 

再起動を行ってください。 
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分類 内容 対応方法 

  ② 「この PC からはログインできません」というメッセージが出る。 

⇒鍵ファイルのインストール、インターネットオプションの 

設定がされていない可能性があります。 

スタートプログラムを使用して設定してください。 

（Ｐ.25 参照） 

⇒スイッチの設定が正しく設定がされていない可能性があります。

スイッチの設定が正しいか確認してください。 

 （P.19、P.21 参照） 

③ ①、②の手順を実施しても接続できない場合は、LAN ケーブル、

HUB、PC のネットワーク部、制御盤いずれかのハードウェアが

故障している可能性があります。販売店にご相談ください。 

 

電気錠 電気錠が正しく動作しない ① ブラウザー画面から電気錠の制御を行っても無反応である、 

または、解錠エラーや施錠エラーやこじ開けが発生する。 

⇒電気錠のタイプが間違っている可能性があります。ブラウザー

の施工用画面にて電気錠の種別を確認してください。 

⇒電気錠と制御盤の接続（ソレノイド・施錠・扉閉信号）を 

確認してください。 

（電気錠メーカーにより線の配色が違う場合があります） 

⇒電気錠のチリ（隙間）が規定値に収まっているかを 

確認してください。 

⇒受け側が上下左右にずれておりデットボルトがうまく入って 

いない場合があります。 

受け側の位置をデットボルトに合うよう調整してください。 

⇒受け側のマグネットが入っていることを確認してください。 

⇒扉内のコネクタが接続されていることを確認してください。 

⇒通電金具などに配線が挟まっていないことを確認してください。 

 

② 認証装置（カードリーダー）にカードをかざしたが、電気錠が 

解錠しない。 

⇒連動データの設定が正しくない可能性があります。 

ブラウザーより CSV ファイルをバックアップして内容を 

確認してください。 
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分類 内容 対応方法 

カード 

リーダー 

認証装置（カードリーダー）に 

カードをかざしても反応しない 

① 認証装置（カードリーダー）の LED が全く点灯していない。 

⇒認証装置（カードリーダー）に電源が供給されていません。 

制御盤と認証装置（カードリーダー）の配線が正しいか、 

認証装置（カードリーダー）の電源端子に DC12V が 

供給されているかを確認してください。 

⇒制御盤の電源が ON になっていることを確認してください。 

② 認証装置（カードリーダー）の読取 LED が点滅している。 

⇒認証装置（カードリーダー）の設定がされていない可能性が 

あります。ブラウザーの施工用画面にて認証装置の使用有無 

の設定を確認してください。 

⇒認証装置（カードリーダー）と制御盤の通信が確立されていません。

制御盤と認証装置（カードリーダー）の配線が正しいかを確認

してください。 

③ 認証装置（カードリーダー）の LED は点灯しているが、カードを

かざしても『ピッ』という音が鳴らない。 

（読み取りたいカードがFeliCa、FeliCaのIDm、Edy、MIFAREのUIDの場合） 

⇒制御盤のディップスイッチが、読み取りたいカードに設定 

されていることを確認してください。（P.21 参照） 

また、ディップスイッチの変更後は制御盤の再起動を行う 

必要があります。 

④ 認証装置（カードリーダー）の LED は点灯しているが、カードを

かざしても『ピッ』という音が鳴らない。 

（読み取りたいカードが FeliCa のお客様指定カード、MIFARE の 

お客様指定カードの場合） 

⇒お客様指定のカードの場合、別途フォーマットカードで 

認証装置（カードリーダー）のフォーマットを設定する必要 

があります。 

フォーマットカードに関しては販売店にお問い合わせください。 

卓上カード 

リーダー 

利用者番号が読み取れない  ［カードを参照する］ボタンをクリックしたが、利用者番号が 

表示されない。 

⇒セットアップ CD 付属のドライバーが正常にインストール 

されていない可能性があります。付属のドライバーをインストール 

する前に卓上カードリーダーを接続してしまった等で他のドライバーが 

自動的にインストールされてしまった場合には、一旦ドライバーを 

アンインストールしたあとにCD付属のドライバーをインストール 

してください。（P.30参照） 

② ［カードを参照する］ボタンが表示されない。 

⇒卓上カードリーダー読み取り機能のインストールが正常に 

終了していない可能性があります。 

VC++2005 ランタイムとカードリーダープログラムの 

インストールを再度お試しください。（P.31 参照） 

プログラム 

アップデート 

バージョンアップ後、正常に動作しない ① バージョンアップ実施後、10 分以上ＷＥＢブラウザーや 

センター装置からアクセスできず、制御盤内部 MCPU ボード

の LED2 が赤点灯、もしくは、LED3 が黄色点灯したままと 

なっているときには、基板故障が考えられますので、販売店に 

ご相談ください。 

 

【LED2 と LED3 の位置】 

（扉裏側：MCPU ボード） 
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16 仕様 
項目 仕様 

商品名 アクセス制御盤 

商品記号 NLJ-BW-C-8D 

カード登録枚数 最大 32,000 枚 

イベント保存件数 最大 20 万件/本体 

メモリバックアップ 
・設備データ、履歴情報は SD カードに保管 
・SRAM はスーパーキャパシタによりバックアップ 

最大接続台数 最大 4 台（マスター1 台、スレーブ 3 台） 

通信幹線伝送方式 Ethernet 100BASE-T RJ-45 

カードリーダー接続台数 最大 16 台 

カードリーダー間伝送方式 
2 線式シリアル 
RS-485 19.2Kbps 

カ―ドリーダー許容線路長 150ｍ以下 (CPEV-0.9S 使用時) 

扉制御/監視点数 

・電気錠制御出力  (無電圧)  
・     〃  (有電圧)  
・電気錠施解錠入力 
・扉開閉入力 
・防犯センサー入力 

8 点 
8 点 
8 点 
8 点 
8 点 

対応電気錠（※） 

・瞬時通電施解錠型  （美和ロック製 ALA,AUS,ANS 相当） 
・通電時解錠型  （美和ロック製 AUT 相当） 
・通電時施錠型  （美和ロック製 AUR 相当） 
・モーター錠  （美和ロック製 AL3M および AL4M 相当） 
・ストライク錠 （美和ロック製 AST 相当） 
・マグナロック （米セキュリトロン製 M32,M62,M82 相当） 
・自動ドア 
・フラッパーゲート 

出入管理機能 
・アンチパスバック 
・在室管理 
・出/退勤管理 

警備機能 ・警戒開始/警戒解除 

汎用入出力 
・入力（フォトカプラ絶縁） 8 点 

（防犯センサー監視入力として使用可） 
・出力（無電圧出力、接点容量 30V、１A） 8 点 

専用入出力 
・火災代表入力 （無電圧 a 接点） 1 点 
・警報代表出力（無電圧出力､接点容量 30V、１A） 1 点 
・障害代表出力（無電圧出力､接点容量 30V、１A） 1 点 

表示灯 
電源表示灯 1 点 
状態表示灯 8 点 

タイムコントロール数 
・電気錠管理 32 
・警備状態管理 32 
・利用者制限 16 

外線接続端子 
差込端子 
  単線：φ0.5 から 1.2mm(AWG24 から AWG16) 
3mm ネジ式端子 

外部供給電源 

カードリーダー系統 1   
カードリーダー系統 2   
センサー電源         
電気錠電源           

DC12V 
DC12V 
DC12V 
DC24V 

1.0A 
1.0A 
1.0A 
2.4A（瞬時 3.0A） 

定格電源電圧 AC100V ± 10% 

消費電力 130VA 

適用環境 屋内 （結露なきこと） 

使用温度範囲 0～＋40℃ 

筐体材質 自己消火性樹脂 

外観色彩 白色 

外形寸法 410(H)×330(W)×80(D)mm 

質量 約 3.5kg 

取り付け方法 壁面取付け 

付属品 

スタートアップ CD  
工事手順書「はじめにお読みください」 
SD カード  
鍵（制御盤小扉開閉用）×2 
ヒューズクリップ 
予備ヒューズ 8A ×2 
保証書 
結線サンプル図 

付属アプリケーション 
データ登録プログラム 
履歴管理プログラム 

※記載のないメーカーおよび錠種については販売店にお問い合わせください。 
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※ 本製品の説明書の最新版は、弊社ホームページからダウンロードしてご確認ください。 

URL：https://www.hochiki.co.jp/business/security/nyutai/idtechno-es/ 
 
 
 
 
 
 
 
【商標・著作権について】 

●  「 id・Techno eS」「 id・Techno eS Plus＋」、「 id・Techno ProfessionalⅡ」、

「 id・Techno Satellite」はホーチキの登録商標です。  

●  Windows11、Windows ロゴ、Microsoft Edge は、米国 Microsoft Corporation

の登録商標です。  

●  Google Chrome は、Google LLC の登録商標です。   

●  Adobe Acrobat は米国 Adobe Systems Incorporated の登録商標です。  

●  FeliCa、PaSoRi はソニー株式会社の登録商標です。  

FeliCa はソニー株式会社が開発した非接触 IC カードの技術方式です。  

●  SD、SDHC ロゴは SD-SC LLC の商標です。  

●  「楽天 Edy(ラクテンエディ )」は、楽天グループのプリペイド型電子マネーサービス

です。  

●  MIFARE は NXP セミコンダクターズ社の登録商標です。  

●  本文中では、Ｒマーク（Registration Symbol）やＴＭ（trademark）は明記してお

りません。  

●  本製品に含まれるオープンソースソフトウェアの著作権は以下のとおりです。  

OpenSSL License Copyright（c）1998-2008 The OpenSSL Project. All right reserved. 

OriginalSSLeay License  Copyright（c） 1995-1998 Eric Young. All right reserved. 

●  本製品には以下のソフトウェアが含まれています。  

Windows Template Library - WTL version 8.0 

Common Public License 1.0 Copyright (C) Microsoft Corporation. All rights reserved. 

お客様は WTL version 8.0 を Common Public License 1.0 に基づき利用することができます。

詳細は CD-ROM 内の WTL80 フォルダをご参照ください。なおソースコードの中身についてのお

問い合わせはご遠慮ください。 

●  本書の一部、または全部を弊社の許可なくして複製、複写、転載することは、メディ

アを問わず禁止します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2025.03）2-8-001-5798-152 

本社 〒141-8660 
東京都品川区上大崎 2-10-43 
TEL 0120-919-856（お客様ご相談窓口）  
https://www.hochiki.co.jp 

 

火災報知・消火・トンネル防災・ネットワーク・出入管理など各種システムの製造、販売、施工、保守 

https://www.hochiki.co.jp/business/security/nyutai/idtechno-es/

